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月
10

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座

の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

10
月
28
日（
土
）・10
月
29
日（
日
）

10
日（
火
）・20
日（
金
）・30
日（
月
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
金
）・２０
日（
月
）・29
日（
水
）

の
予
定
で
す
。

町
県
民
税（
第
３
期
）、

国
民
健
康
保
険
税（
第
４
期
）、

介
護
保
険
料（
第
４
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
４
期
）

納
期
限
は
い
ず
れ
も
１０
月
３１
日

（
火
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

10
月
の
支
払
日

11
月
の
支
払
日

有
料
広
告

人口
　男
　女
世帯

（　24）
（　 7）
（　17）
（　 6）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,678人
3,804人
3,874人
3,329世帯

転入  5人/  出生 1人
転出  19人/  死亡 11人

（9月1日現在）

（8月中）

8月届出分〈敬称略・順不同〉
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【鶏冠石】
赤い部分を削り集め、火薬原料として使用さ
れ、平成28年に群馬県の石に選定（西野牧産）

【鶏冠石】
赤い部分を削り集め、火薬原料として使用さ
れ、平成28年に群馬県の石に選定（西野牧産）

【鉄鉱石】
中小坂鉱山で採掘され、現地で鉄製品に加工
され、昭和初期まで採掘された。（小坂産）

【鉄鉱石】
中小坂鉱山で採掘され、現地で鉄製品に加工
され、昭和初期まで採掘された。（小坂産）

【石灰石】
漆喰や乾燥剤、凝固剤など幅広い分野で使用
される産業に密接した自然石（青倉産）

【石灰石】
漆喰や乾燥剤、凝固剤など幅広い分野で使用
される産業に密接した自然石（青倉産）

下仁田町下仁田町

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

神 島　一　男

山 田　ふ　で

庭 屋　千惠子

神 戸　袈裟男

磯 田　芳　江

青 木　幹　雄

佐 藤　智　子

神 戸　み　ね

齋 藤　ヨシ子

佐 藤　ま　  さ

黒 澤　恒　夫

（瑛　子）

（幸　男）

（今井康雄）

（将　史）

（貞　治）

（し　ん）

（　進　）

（　一　）

（昇　久）

（康　雄）

（良　介）

東町

中小坂

西野牧

上青倉

下小坂

南野牧

東野牧

矢川

大坂

小川

下青倉

地　区
ご出産おめでとうございます

横田　篤磨 　 （彰・博美）  中　央

（保護者）出　生　児

イベント情報

広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙

２０１７年

有料広告募集中有料広告募集中

下仁田の大
地は

魅力的!!

Shimonita Pride in

地質の価値

Shimonita Pride in

地質の価値

神
津
荒
船

も
み
じ
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
！

●
日
時

10
月
22
日（
日
）10
時
〜
15
時

●
場
所

神
津
牧
場
及
び
物
見
山
ほ
か

●
内
容

牛
の
乳
搾
り
体
験

コ
ッ
プ
牛
乳
無
料
サ
ー
ビ
ス

う
さ
ぎ・ヤ
ギ
の
ふ
れ
あ
い
広
場

子
牛
の
体
重
当
て
ク
イ
ズ

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
観
光
協
会

☎
０
２
７
４―

６７―

７
５
０
０

10
No738

月
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今
年
、
11
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
の
再
審
査
を
迎
え
る
『
下
仁
田

ジ
オ
パ
ー
ク
』
。
専
門
家
か
ら
見

た
「
下
仁
田
の
大
地
」
は
ど
ん
な

風
に
見
え
る
の
か
？
何
を
も
っ
て

価
値
が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
の

か
？
原
町
長
が
自
ら
そ
の
魅
力
を

引
き
出
す
。

●
原
町
長

　
中
村
館
長
に
は
、
平
成
28
年
11

月
よ
り
、
自
然
史
館
の
館
長
と
し

て
、
当
町
に
知
力
を
貸
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
町
で
は
、
「
ジ
オ
パ
ー

ク
」
を
掲
げ
、
そ
れ
ら
に
伴
う
推

進
活
動
を
は
じ
め
、
す
で
に
10
年

近
く
経
過
し
、
ま
た
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
６
年

の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　
本
日
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
根
幹
を

な
す
「
下
仁
田
の
大
地
の
魅
力
」
に

つ
い
て
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
思
い
ま
す
。
下
仁
田
の
地

質
構
造
の
希
少
性
は
、
昭
和
46
年

発
刊
の
下
仁
田
町
史
に
も
す
で
に

記
載
さ
れ
、
昔
か
ら
各
方
面
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
歴
史
的
な
経
緯
を
整

理
し
た
い
の
で
す
が
。

●
中
村
館
長

　
下
仁
田
の
地
質
が
注
目
さ
れ
始

め
た
の
は
、
わ
が
国
初
の
東
京
帝

国
大
学
第
１
期
生
の
小
藤
文
次
郎

氏
の
卒
業
論
文
が
最
初
で
、
明
治

12
年
の
頃
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
15
年
前
後
に
藤
本

治
義
氏
（
東
京
文
理
大
）
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
「
押
し
被
せ
」
の
考
え
を

下
仁
田
に
あ
て
は
め
、
「
跡
倉
ク

リ
ッ
ペ
」
が
学
会
で
も
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
原
町
長

　
な
る
ほ
ど
、
下
仁
田
の
地
質
の

希
少
性
は
、
ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
全

国
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

の
で
す
ね
。

　
さ
て
、
次
に
本
質
的
な
質
問
で

す
が
、
「
下
仁
田
の
大
地
」
は
、

他
の
地
域
と
比
較
し
て
、
何
が
特

徴
的
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

●
中
村
館
長

　
第
１
は
、
根
な
し
山
（
ク
リ
ッ

ペ
）
が
あ
る
こ
と
で
す
。
日
本
列

島
の
地
下
に
は
、
他
で
も
あ
る
は

ず
で
す
が
、
下
仁
田
で
は
ち
ょ
う

ど
根
な
し
山
の
根
っ
こ
の
部
分
が

え
ぐ
ら
れ
、
川
底
に
出
て
い
る
の

で
、
根
な
し
山
の
全
体
像
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
２
は
、
中

央
構
造
線
が
町
の
中
を
通
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
中
央
構
造
線
は
、

関
東
か
ら
長
野
県
伊
那
地
方
、
愛

知
、
紀
伊
、
四
国
、
そ
し
て
大
分

県
ま
で
続
く
日
本
列
島
の
背
骨
の

位
置
に
あ
る
大
き
な
境
界
で
、
こ

の
線
に
沿
っ
て
青
岩
公
園
に
あ
る

三
波
川
変
成
岩
や
チ
ャ
ー
ト
な
ど

の
秩
父
帯
の
堆
積
岩
や
領
家
帯
の

花
こ
う
岩
類
が
分
布
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
、
日
本
列
島
の
各
地
に

つ
な
が
る
地
層
や
岩
石
が
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
、
こ
の
小
さ

な
エ
リ
ア
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
、
最
大
の
価
値
で
あ
り
、

地
質
現
象
の
「
箱
庭
的
存
在
」
と

も
言
え
ま
す
。

　
下
仁
田
は
、
い
わ
ば
環
太
平
洋

地
域
を
代
表
す
る
大
地
の
特
徴
を

有
し
て
い
ま
す
。

●
原
町
長

　
「
箱
庭
」
と
は
い
い
表
現
で
す

ね
。
地
球
で
お
こ
る
地
質
現
象
を

考
え
る
上
で
は
、
と
て
も
便
利
な

場
所
で
す
ね
。

　
町
政
を
預
か
る
立
場
か
ら
は
、

住
ん
で
い
る
方
が
、
地
域
に
誇
り

を
持
ち
、
下
仁
田
の
子
ど
も
達
が

「
僕
ら
の
町
は
こ
ん
な
に
す
ご
い

所
だ
ぞ
」
と
自
慢
が
出
来
る
姿

が
、
価
値
の
伝
承
の
近
道
で
す
。

　
ま
ず
は
知
り
、
そ
し
て
誇
り
を

　
町
の
活
性
化
の
た
め
に
個
性
あ
る
地
域

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
等
に
対

し
、
「
下
仁
田
町
活
性
化
大
賞
」
の
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
町
内
を
活
動
拠
点

と
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
を

３
年
以
上
継
続
的
に
実
施
し
、
特
に
顕
著

な
功
績
が
認
め
ら
れ
る
団
体
で
す
。

　
日
頃
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い

る
団
体
の
方
は
、
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
申
請
書
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、

審
査
の
上
、
新
年
互
礼
会
の
席
で
表
彰
い

た
し
ま
す
。

●
期
限
　
10
月
31
日
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ

地
域
創
生
課
地
域
振
興
係

☎
64―

８
８
０
９
（
直
通
）

下
仁
田
町
活
性
化
大
賞

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

受賞年度

平成１８年度

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

受賞者

下仁田自然学校

下仁田荒船太鼓

蛇田福寿草を育てる会

下仁田町商工会女性部

下仁田町商工会青年部

下仁田町こんにゃく

手作り指導者の会

受賞年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

受賞者

Vibration table現実化委員会

紫陽花を育てる会

下仁田まちづくり委員会

該当なし

該当なし

■過去に表彰された団体

持
ち
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
と
い
う

サ
イ
ク
ル
に
繋
げ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

　
こ
ん
な
に
価
値
あ
る
地
質
を
有

す
る
我
が
郷
土
で
す
が
、
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
は
い
か
に
捉
え
る
べ

き
で
し
ょ
う
か
？

●
中
村
館
長

　
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
下
仁
田
の
魅

力
を
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ

て
も
ら
え
る
大
き
な
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
。

　
日
本
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に

参
加
す
る
地
域
が
43
地
域
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
も
っ
と
広
が
っ
て
い
く

勢
い
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
が

大
き
く
な
っ
て
き
て
、
影
響
力
も

増
大
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
下
仁

田
町
は
ま
わ
り
に
流
さ
れ
た
り
、

迎
合
し
た
り
、
背
伸
び
を
す
る
の

で
な
く
、
昭
和
30
年
代
半
ば
か
ら

地
域
の
教
員
や
研
究
者
の
方
々
が

長
年
、
地
道
に
続
け
発
展
さ
せ
て

き
た
地
域
の
地
質
を
調
べ
、
ま
ず

地
域
の
人
た
ち
に
そ
の
成
果
を
返

し
て
き
た
実
績
を
大
事
に
し
て
行

く
べ
き
で
す
。

　
下
仁
田
町
の
カ
ラ
ー
に
あ
っ
た

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
め
ざ
し
て
い

く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

●
原
町
長

　
そ
う
で
す
ね
。
下
仁
田
の
地
質

の
価
値
は
、
昨
日
今
日
認
め
ら
れ

た
の
で
は
な
く
、
長
年
の
歴
史
の

中
で
、
数
多
く
の
研
究
者
が
研
究

課
題
と
し
て
選
ば
れ
て
き
た
ゆ
る

ぎ
な
い
実
績
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
ゆ
る
ぎ
な
い
価
値
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
さ
ら
に
町
民
の
方
と
情
報

共
有
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
後

世
へ
つ
な
い
で
い
け
る
仕
組
み
づ

く
り
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

ね
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

お
話
を
伺
っ
た
方

中
村
由
克
（
昭
和
28
年
愛
知
県

生
）
、
元 

野
尻
湖
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ

博
物
館
学
芸
員

元 

明
治
大
学
・
客
員
教
授

現
在
は
、
下
仁
田
町
自
然
史
館
長

の
ほ
か
、
明
治
大
学
客
員
研
究
員

を
兼
務

対談対談

原町長原町長 自然史館　中村館長自然史館　中村館長

対談&行政情報対談&行政情報

■特別企画■　
原町長と自然史館 中村館長が
「下仁田の大地」を
テーマに紙面対談

■特別企画■　
原町長と自然史館 中村館長が
「下仁田の大地」を
テーマに紙面対談
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今
年
、
11
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
の
再
審
査
を
迎
え
る
『
下
仁
田

ジ
オ
パ
ー
ク
』
。
専
門
家
か
ら
見

た
「
下
仁
田
の
大
地
」
は
ど
ん
な

風
に
見
え
る
の
か
？
何
を
も
っ
て

価
値
が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
の

か
？
原
町
長
が
自
ら
そ
の
魅
力
を

引
き
出
す
。

●
原
町
長

　
中
村
館
長
に
は
、
平
成
28
年
11

月
よ
り
、
自
然
史
館
の
館
長
と
し

て
、
当
町
に
知
力
を
貸
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
町
で
は
、
「
ジ
オ
パ
ー

ク
」
を
掲
げ
、
そ
れ
ら
に
伴
う
推

進
活
動
を
は
じ
め
、
す
で
に
10
年

近
く
経
過
し
、
ま
た
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
６
年

の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　
本
日
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
根
幹
を

な
す
「
下
仁
田
の
大
地
の
魅
力
」
に

つ
い
て
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
思
い
ま
す
。
下
仁
田
の
地

質
構
造
の
希
少
性
は
、
昭
和
46
年

発
刊
の
下
仁
田
町
史
に
も
す
で
に

記
載
さ
れ
、
昔
か
ら
各
方
面
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
歴
史
的
な
経
緯
を
整

理
し
た
い
の
で
す
が
。

●
中
村
館
長

　
下
仁
田
の
地
質
が
注
目
さ
れ
始

め
た
の
は
、
わ
が
国
初
の
東
京
帝

国
大
学
第
１
期
生
の
小
藤
文
次
郎

氏
の
卒
業
論
文
が
最
初
で
、
明
治

12
年
の
頃
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
15
年
前
後
に
藤
本

治
義
氏
（
東
京
文
理
大
）
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
「
押
し
被
せ
」
の
考
え
を

下
仁
田
に
あ
て
は
め
、
「
跡
倉
ク

リ
ッ
ペ
」
が
学
会
で
も
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
原
町
長

　
な
る
ほ
ど
、
下
仁
田
の
地
質
の

希
少
性
は
、
ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
全

国
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

の
で
す
ね
。

　
さ
て
、
次
に
本
質
的
な
質
問
で

す
が
、
「
下
仁
田
の
大
地
」
は
、

他
の
地
域
と
比
較
し
て
、
何
が
特

徴
的
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

●
中
村
館
長

　
第
１
は
、
根
な
し
山
（
ク
リ
ッ

ペ
）
が
あ
る
こ
と
で
す
。
日
本
列

島
の
地
下
に
は
、
他
で
も
あ
る
は

ず
で
す
が
、
下
仁
田
で
は
ち
ょ
う

ど
根
な
し
山
の
根
っ
こ
の
部
分
が

え
ぐ
ら
れ
、
川
底
に
出
て
い
る
の

で
、
根
な
し
山
の
全
体
像
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
２
は
、
中

央
構
造
線
が
町
の
中
を
通
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
中
央
構
造
線
は
、

関
東
か
ら
長
野
県
伊
那
地
方
、
愛

知
、
紀
伊
、
四
国
、
そ
し
て
大
分

県
ま
で
続
く
日
本
列
島
の
背
骨
の

位
置
に
あ
る
大
き
な
境
界
で
、
こ

の
線
に
沿
っ
て
青
岩
公
園
に
あ
る

三
波
川
変
成
岩
や
チ
ャ
ー
ト
な
ど

の
秩
父
帯
の
堆
積
岩
や
領
家
帯
の

花
こ
う
岩
類
が
分
布
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
、
日
本
列
島
の
各
地
に

つ
な
が
る
地
層
や
岩
石
が
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
、
こ
の
小
さ

な
エ
リ
ア
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
、
最
大
の
価
値
で
あ
り
、

地
質
現
象
の
「
箱
庭
的
存
在
」
と

も
言
え
ま
す
。

　
下
仁
田
は
、
い
わ
ば
環
太
平
洋

地
域
を
代
表
す
る
大
地
の
特
徴
を

有
し
て
い
ま
す
。

●
原
町
長

　
「
箱
庭
」
と
は
い
い
表
現
で
す

ね
。
地
球
で
お
こ
る
地
質
現
象
を

考
え
る
上
で
は
、
と
て
も
便
利
な

場
所
で
す
ね
。

　
町
政
を
預
か
る
立
場
か
ら
は
、

住
ん
で
い
る
方
が
、
地
域
に
誇
り

を
持
ち
、
下
仁
田
の
子
ど
も
達
が

「
僕
ら
の
町
は
こ
ん
な
に
す
ご
い

所
だ
ぞ
」
と
自
慢
が
出
来
る
姿

が
、
価
値
の
伝
承
の
近
道
で
す
。

　
ま
ず
は
知
り
、
そ
し
て
誇
り
を

　
町
の
活
性
化
の
た
め
に
個
性
あ
る
地
域

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
等
に
対

し
、
「
下
仁
田
町
活
性
化
大
賞
」
の
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
町
内
を
活
動
拠
点

と
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
を

３
年
以
上
継
続
的
に
実
施
し
、
特
に
顕
著

な
功
績
が
認
め
ら
れ
る
団
体
で
す
。

　
日
頃
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い

る
団
体
の
方
は
、
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
申
請
書
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、

審
査
の
上
、
新
年
互
礼
会
の
席
で
表
彰
い

た
し
ま
す
。

●
期
限
　
10
月
31
日
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ

地
域
創
生
課
地
域
振
興
係

☎
64―

８
８
０
９
（
直
通
）

下
仁
田
町
活
性
化
大
賞

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

受賞年度

平成１８年度

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

受賞者

下仁田自然学校

下仁田荒船太鼓

蛇田福寿草を育てる会

下仁田町商工会女性部

下仁田町商工会青年部

下仁田町こんにゃく

手作り指導者の会

受賞年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

受賞者

Vibration table現実化委員会

紫陽花を育てる会

下仁田まちづくり委員会

該当なし

該当なし

■過去に表彰された団体

持
ち
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
と
い
う

サ
イ
ク
ル
に
繋
げ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

　
こ
ん
な
に
価
値
あ
る
地
質
を
有

す
る
我
が
郷
土
で
す
が
、
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
は
い
か
に
捉
え
る
べ

き
で
し
ょ
う
か
？

●
中
村
館
長

　
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
下
仁
田
の
魅

力
を
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ

て
も
ら
え
る
大
き
な
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
。

　
日
本
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に

参
加
す
る
地
域
が
43
地
域
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
も
っ
と
広
が
っ
て
い
く

勢
い
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
が

大
き
く
な
っ
て
き
て
、
影
響
力
も

増
大
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
下
仁

田
町
は
ま
わ
り
に
流
さ
れ
た
り
、

迎
合
し
た
り
、
背
伸
び
を
す
る
の

で
な
く
、
昭
和
30
年
代
半
ば
か
ら

地
域
の
教
員
や
研
究
者
の
方
々
が

長
年
、
地
道
に
続
け
発
展
さ
せ
て

き
た
地
域
の
地
質
を
調
べ
、
ま
ず

地
域
の
人
た
ち
に
そ
の
成
果
を
返

し
て
き
た
実
績
を
大
事
に
し
て
行

く
べ
き
で
す
。

　
下
仁
田
町
の
カ
ラ
ー
に
あ
っ
た

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
め
ざ
し
て
い

く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

●
原
町
長

　
そ
う
で
す
ね
。
下
仁
田
の
地
質

の
価
値
は
、
昨
日
今
日
認
め
ら
れ

た
の
で
は
な
く
、
長
年
の
歴
史
の

中
で
、
数
多
く
の
研
究
者
が
研
究

課
題
と
し
て
選
ば
れ
て
き
た
ゆ
る

ぎ
な
い
実
績
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
ゆ
る
ぎ
な
い
価
値
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
さ
ら
に
町
民
の
方
と
情
報

共
有
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
後

世
へ
つ
な
い
で
い
け
る
仕
組
み
づ

く
り
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

ね
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

お
話
を
伺
っ
た
方

中
村
由
克
（
昭
和
28
年
愛
知
県

生
）
、
元 

野
尻
湖
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ

博
物
館
学
芸
員

元 

明
治
大
学
・
客
員
教
授

現
在
は
、
下
仁
田
町
自
然
史
館
長

の
ほ
か
、
明
治
大
学
客
員
研
究
員

を
兼
務

対談対談

原町長原町長 自然史館　中村館長自然史館　中村館長

対談&行政情報対談&行政情報

■特別企画■　
原町長と自然史館 中村館長が
「下仁田の大地」を
テーマに紙面対談

■特別企画■　
原町長と自然史館 中村館長が
「下仁田の大地」を
テーマに紙面対談
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下
仁
田
町
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
！

　
下
仁
田
町
で
は
、
町
内
に
空
き
家
を
所

有
し
て
お
り
、
「
貸
し
た
い
・
売
り
た
い

」
と
考
え
て
い
る
方
に
対
し
て
、
移
住
希

望
者
に
紹
介
を
行
う
「
下
仁
田
町
空
き
家

バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

「
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
け
れ
ど
、
ど

う
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
。
」
そ
う

考
え
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
空
き
家
問
題
は
一
朝
一
夕
に
は

解
決
で
き
な
い
問
題
で
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

空
き
家
等
利
活
用
支
援
事
業
補
助
金

空
き
家
の
活
用
を
支
援
し
ま
す
！

「
下
仁
田
町
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
さ

れ
た
空
き
家
等
を
利
用
し
て
実
施
す
る
改

修
及
び
事
業
に
付
帯
す
る
設
備
、
備
品
等

の
整
備
を
行
う
事
業
に
対
し
て
、
費
用
の

２
分
の
１
以
内
（
上
限
１
０
０
万
円
）
が

補
助
さ
れ
ま
す
！

　
積
極
的
な
ご
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
　
地
域
創
生
課
　
地
域
振

興
係
　
☎
０
２
７
４―

64―

８
８
０
９

空
き
家
を
貸
し
た
い
・
売
り
た
い
方

探
し
て
い
ま
す
！

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
、
町
や
地
域
住
民
が
実
施
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
設
備
の
整

備
に
関
す
る
事
業
な
ど
に
助
成
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
西
牧
地
区
（
中
郷
）
で
は
、
元
治
元
年

に
北
向
観
音
を
建
立
し
て
以
来
、
行
わ
れ

て
い
る
地
域
住
民
の
厄
除
け
の
た
め
の
お

祭
り
で
使
用
す
る
、
太
鼓
、
祭
り
幟
、
旗

立
て
ポ
ー
ル
、
半
天
な
ど
を
新
調
し
ま
し

た
。

〜
宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で

役
立
っ
て
い
ま
す
〜
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

●
日
　時
　
11
月
17
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
会
　場
　
富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ
　
老
衰
死
　
穏
や
か
な
最
期
を

迎
え
る
に
は

●
講
　師
　
石
飛
　
幸
三
　
先
生

●
座
　長
　
佐
藤
　
尚
文
（
公
立
富
岡
総

合
病
院
　
院
長
）

●
参
加
費
　
入
場
無
料
（
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
）

●
問
い
合
わ
せ
　
公
立
富
岡
総
合
病
院

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
患
者
支
援

係
）

☎
０
２
７
４―

63―

２
１
１
１
（
代
）
　

公
立
富
岡
総
合
病
院

市
民
公
開
講
座

「
人
生
最
期
の
迎
え
方
」

　
平
成
30
年
度
の
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど

も
園
の
入
園
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
入
園

を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
保
護
者
は
申
込
書

（
関
係
書
類
添
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　

※

現
在
入
園
し
て
い
る
園
児
は
、
家
庭
状

況
報
告
書
、
在
職
証
明
書
等
の
関
係
書
類

の
提
出
が
必
要
で
す
。

※

町
外
の
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
に

入
園
し
て
い
る
園
児
は
、
毎
年
、
申
込
み

が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
町
内
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園

・
馬
山
こ
ど
も
園
　
☎
82―

２
３
２
３

（
定
員
60
人
　
教
育
部
分
　
15
人
・
保
育

部
分
　
45
人
）
　

・
青
倉
保
育
園
　
☎
82―

２
５
４
９

（
定
員
50
人
）

●
年
齢

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
〕

・
０
歳
以
上
の
児
童

（
平
成
30
年
４
月
２
日
現
在
）

〔
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

・
３
歳
以
上
の
児
童

（
平
成
30
年
４
月
２
日
現
在
）

●
募
集
期
間

・
10
月
２
日
（
月
）
〜
23
日
（
月
）

●
入
園
基
準

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
〕

　
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分

に
入
園
で
き
る
児
童
は
、
両
親
及
び
同
居

の
親
族
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
あ
る

た
め
、
該
当
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場

合
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
昼
間
に
居
宅
外
で
仕
事
を
す
る
こ
と
を

常
態
と
し
て
い
る
。

②
昼
間
に
居
宅
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を

す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
。

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
。

④
病
気
、
負
傷
、
ま
た
は
心
身
に
障
害
を

有
し
て
い
る
。

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
害
を

有
す
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い

る
。

⑥
震
災
・
風
水
害
・
そ
の
他
の
震
災
の
復

旧
に
当
た
っ
て
い
る
。

⑦
求
職
活
動
（
起
業
の
準
備
を
含
む
。
）

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

⑧
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

　
１
）
教
育
施
設
に
在
学
し
て
い
る
。

　
２
）
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業
訓

練
を
受
け
て
い
る
。

⑨
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

　
１
）
児
童
虐
待
を
行
っ
て
い
る
又
は
再

び
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。

　
２
）
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
よ
り
保
育

を
行
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
。

⑩
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
、
既
に
保
育

園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
し
て
い
る

子
ど
も
が
引
き
続
き
利
用
す
る
こ
と
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
。

〔
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

　
教
育
部
分
に
入
園
の
児
童
は
、
両
親
及

び
同
居
の
親
族
の
い
ず
れ
か
が
就
労
し
て

い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
入
園
を
希
望
さ

れ
る
場
合
で
す
。
幼
稚
園
と
同
じ
と
ら
え

方
で
す
。

●
添
付
書
類

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
〕

（
両
親
及
び
同
居
で
65
歳
未
満
の
祖
父
母

が
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
）

◯
在
職
証
明
書
　
勤
め
て
い
る
場
合
　
　

（
パ
ー
ト
等
の
場
合
、
就
労
時
間
の
下
限

は
、
１
ヶ
月
当
た
り
48
時
間
で
す
。
）
　

◯
内
職
証
明
書
　
内
職
を
し
て
い
る
場
合

（
一
日
平
均
４
時
間
以
上
で
な
い
と
入
園

理
由
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
）
　
　

◯
自
営
業
証
明
書
　
農
業
ま
た
は
自
営
業

の
場
合

◯
妊
娠
中
の
場
合
　
母
子
手
帳
の
写
し
　

◯
診
断
書
・
介
護
証
明
書
　
病
気
ま
た
は

介
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
い
る
場

合◯
求
職
活
動
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
の

写
し
等

◯
就
学
　
在
学
を
確
認
で
き
る
も
の
の
写

し
等

〔
認
定
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

　
審
査
の
結
果
、
教
育
部
分
に
認
定
さ
れ

た
児
童
は
、
希
望
さ
れ
た
認
定
こ
ど
も
園

で
の
入
園
申
込
み
手
続
き
に
な
る
の
で
、

詳
細
は
園
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
先

・
新
規
入
園
希
望
者
　
↓
　

役
場
　
福
祉
保
険
課
　
福
祉
係

・
継
続
入
園
希
望
者
　
↓
　

希
望
す
る
保
育
園
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園

※

保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分

に
入
園
希
望
の
場
合
、
入
園
基
準
に
該
当

し
な
い
方
は
入
園
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

入
園
基
準
に
該
当
し
て
も
、
定
員
を
超
え

た
場
合
に
は
入
園
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

※

入
園
申
込
書
お
よ
び
各
種
証
明
書
の
用

紙
は
、
福
祉
保
険
課
福
祉
係
及
び
各
園
に

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
入
園
児
募
集

　
災
害
時
や
町
行
事
の
広
報
等
で
使
用
し

て
お
り
ま
す
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

は
、
停
電
時
で
も
、
確
実
な
放
送
が
で
き

る
よ
う
に
蓄
電
池
を
積
ん
で
お
り
ま
す

が
、
こ
の
蓄
電
池
の
性
能
を
維
持
す
る
た

め
に
は
定
期
的
な
交
換
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
今
年
度
屋
外
子
局
51
ヶ
所
の

蓄
電
池
の
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
10
／
４
日

（
水
）
〜
10
／
31
日
（
火
）
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
交
換
作
業
中
は
、
作
業
車
両

等
の
駐
車
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
作
業
者
に
つ
い

て
は
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
携
行
し

て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
地
域
安
全
係

☎
82―

２
１
１
０

《
非
常
時
持
出
品
は
定
期
的
に
点
検
を
！
》

防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
の

蓄
電
池
交
換
作
業
に
つ
い
て

行政情報行政情報

広
報しもにた
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下
仁
田
町
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
！

　
下
仁
田
町
で
は
、
町
内
に
空
き
家
を
所

有
し
て
お
り
、
「
貸
し
た
い
・
売
り
た
い

」
と
考
え
て
い
る
方
に
対
し
て
、
移
住
希

望
者
に
紹
介
を
行
う
「
下
仁
田
町
空
き
家

バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

「
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
け
れ
ど
、
ど

う
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
。
」
そ
う

考
え
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
空
き
家
問
題
は
一
朝
一
夕
に
は

解
決
で
き
な
い
問
題
で
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

空
き
家
等
利
活
用
支
援
事
業
補
助
金

空
き
家
の
活
用
を
支
援
し
ま
す
！

「
下
仁
田
町
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
さ

れ
た
空
き
家
等
を
利
用
し
て
実
施
す
る
改

修
及
び
事
業
に
付
帯
す
る
設
備
、
備
品
等

の
整
備
を
行
う
事
業
に
対
し
て
、
費
用
の

２
分
の
１
以
内
（
上
限
１
０
０
万
円
）
が

補
助
さ
れ
ま
す
！

　
積
極
的
な
ご
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
　
地
域
創
生
課
　
地
域
振

興
係
　
☎
０
２
７
４―

64―

８
８
０
９

空
き
家
を
貸
し
た
い
・
売
り
た
い
方

探
し
て
い
ま
す
！

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
、
町
や
地
域
住
民
が
実
施
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
設
備
の
整

備
に
関
す
る
事
業
な
ど
に
助
成
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
西
牧
地
区
（
中
郷
）
で
は
、
元
治
元
年

に
北
向
観
音
を
建
立
し
て
以
来
、
行
わ
れ

て
い
る
地
域
住
民
の
厄
除
け
の
た
め
の
お

祭
り
で
使
用
す
る
、
太
鼓
、
祭
り
幟
、
旗

立
て
ポ
ー
ル
、
半
天
な
ど
を
新
調
し
ま
し

た
。

〜
宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で

役
立
っ
て
い
ま
す
〜
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

●
日
　時
　
11
月
17
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
会
　場
　
富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ
　
老
衰
死
　
穏
や
か
な
最
期
を

迎
え
る
に
は

●
講
　師
　
石
飛
　
幸
三
　
先
生

●
座
　長
　
佐
藤
　
尚
文
（
公
立
富
岡
総

合
病
院
　
院
長
）

●
参
加
費
　
入
場
無
料
（
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
）

●
問
い
合
わ
せ
　
公
立
富
岡
総
合
病
院

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
患
者
支
援

係
）

☎
０
２
７
４―

63―

２
１
１
１
（
代
）
　

公
立
富
岡
総
合
病
院

市
民
公
開
講
座

「
人
生
最
期
の
迎
え
方
」

　
平
成
30
年
度
の
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど

も
園
の
入
園
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
入
園

を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
保
護
者
は
申
込
書

（
関
係
書
類
添
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　

※

現
在
入
園
し
て
い
る
園
児
は
、
家
庭
状

況
報
告
書
、
在
職
証
明
書
等
の
関
係
書
類

の
提
出
が
必
要
で
す
。

※

町
外
の
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
に

入
園
し
て
い
る
園
児
は
、
毎
年
、
申
込
み

が
必
要
で
す
の
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
町
内
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園

・
馬
山
こ
ど
も
園
　
☎
82―

２
３
２
３

（
定
員
60
人
　
教
育
部
分
　
15
人
・
保
育

部
分
　
45
人
）
　

・
青
倉
保
育
園
　
☎
82―

２
５
４
９

（
定
員
50
人
）

●
年
齢

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
〕

・
０
歳
以
上
の
児
童

（
平
成
30
年
４
月
２
日
現
在
）

〔
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

・
３
歳
以
上
の
児
童

（
平
成
30
年
４
月
２
日
現
在
）

●
募
集
期
間

・
10
月
２
日
（
月
）
〜
23
日
（
月
）

●
入
園
基
準

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
〕

　
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分

に
入
園
で
き
る
児
童
は
、
両
親
及
び
同
居

の
親
族
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
あ
る

た
め
、
該
当
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場

合
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
昼
間
に
居
宅
外
で
仕
事
を
す
る
こ
と
を

常
態
と
し
て
い
る
。

②
昼
間
に
居
宅
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を

す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
。

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
。

④
病
気
、
負
傷
、
ま
た
は
心
身
に
障
害
を

有
し
て
い
る
。

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
害
を

有
す
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い

る
。

⑥
震
災
・
風
水
害
・
そ
の
他
の
震
災
の
復

旧
に
当
た
っ
て
い
る
。

⑦
求
職
活
動
（
起
業
の
準
備
を
含
む
。
）

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

⑧
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

　
１
）
教
育
施
設
に
在
学
し
て
い
る
。

　
２
）
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業
訓

練
を
受
け
て
い
る
。

⑨
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

　
１
）
児
童
虐
待
を
行
っ
て
い
る
又
は
再

び
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。

　
２
）
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
よ
り
保
育

を
行
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
。

⑩
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
、
既
に
保
育

園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
し
て
い
る

子
ど
も
が
引
き
続
き
利
用
す
る
こ
と
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
。

〔
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

　
教
育
部
分
に
入
園
の
児
童
は
、
両
親
及

び
同
居
の
親
族
の
い
ず
れ
か
が
就
労
し
て

い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
入
園
を
希
望
さ

れ
る
場
合
で
す
。
幼
稚
園
と
同
じ
と
ら
え

方
で
す
。

●
添
付
書
類

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分
〕

（
両
親
及
び
同
居
で
65
歳
未
満
の
祖
父
母

が
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
）

◯
在
職
証
明
書
　
勤
め
て
い
る
場
合
　
　

（
パ
ー
ト
等
の
場
合
、
就
労
時
間
の
下
限

は
、
１
ヶ
月
当
た
り
48
時
間
で
す
。
）
　

◯
内
職
証
明
書
　
内
職
を
し
て
い
る
場
合

（
一
日
平
均
４
時
間
以
上
で
な
い
と
入
園

理
由
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
）
　
　

◯
自
営
業
証
明
書
　
農
業
ま
た
は
自
営
業

の
場
合

◯
妊
娠
中
の
場
合
　
母
子
手
帳
の
写
し
　

◯
診
断
書
・
介
護
証
明
書
　
病
気
ま
た
は

介
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
い
る
場

合◯
求
職
活
動
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
の

写
し
等

◯
就
学
　
在
学
を
確
認
で
き
る
も
の
の
写

し
等

〔
認
定
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

　
審
査
の
結
果
、
教
育
部
分
に
認
定
さ
れ

た
児
童
は
、
希
望
さ
れ
た
認
定
こ
ど
も
園

で
の
入
園
申
込
み
手
続
き
に
な
る
の
で
、

詳
細
は
園
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
先

・
新
規
入
園
希
望
者
　
↓
　

役
場
　
福
祉
保
険
課
　
福
祉
係

・
継
続
入
園
希
望
者
　
↓
　

希
望
す
る
保
育
園
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園

※

保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育
部
分

に
入
園
希
望
の
場
合
、
入
園
基
準
に
該
当

し
な
い
方
は
入
園
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

入
園
基
準
に
該
当
し
て
も
、
定
員
を
超
え

た
場
合
に
は
入
園
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

※

入
園
申
込
書
お
よ
び
各
種
証
明
書
の
用

紙
は
、
福
祉
保
険
課
福
祉
係
及
び
各
園
に

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
入
園
児
募
集

　
災
害
時
や
町
行
事
の
広
報
等
で
使
用
し

て
お
り
ま
す
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

は
、
停
電
時
で
も
、
確
実
な
放
送
が
で
き

る
よ
う
に
蓄
電
池
を
積
ん
で
お
り
ま
す

が
、
こ
の
蓄
電
池
の
性
能
を
維
持
す
る
た

め
に
は
定
期
的
な
交
換
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
今
年
度
屋
外
子
局
51
ヶ
所
の

蓄
電
池
の
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
10
／
４
日

（
水
）
〜
10
／
31
日
（
火
）
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
交
換
作
業
中
は
、
作
業
車
両

等
の
駐
車
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
作
業
者
に
つ
い

て
は
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
携
行
し

て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
地
域
安
全
係

☎
82―

２
１
１
０

《
非
常
時
持
出
品
は
定
期
的
に
点
検
を
！
》

防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
の

蓄
電
池
交
換
作
業
に
つ
い
て

行政情報行政情報

広
報しもにた
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今
、
入
替
え
が
大
変
お
得
！
費
用
負
担

を
次
の
と
お
り
軽
減
し
、
単
独
槽
等
か
ら

の
入
替
え
を
促
進
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
申
請
の
締
切
り
は
平
成
29
年

12
月
28
日
で
す
。
早
め
の
計
画
、
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
１
　
エ
コ
補
助
金
を
継
続
！ 

　
単
独
浄
化
槽
、
汲
取
り
槽
か
ら
合
併
浄

化
槽
に
入
替
え
、
年
度
内
に
使
用
開
始
す

る
場
合
、
下
表
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
撤
去
前
後
の
単
独
浄
化

槽
・
汲
取
り
漕
の
写
真
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
エ
コ
補
助
金
は
来
年
度
以
降

の
継
続
は
不
明
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
２
　
分
担
金
軽
減
を
継
続
！

　
大
好
評
、
平
成
30
年
3
月
（
平
成
29
年

度
）
ま
で
次
の
と
お
り
軽
減
し
、
浄
化
槽

を
設
置
し
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

〜
合
併
浄
化
槽
は
汚
染
さ
れ
る
河
川
の
水
質
を
浄
化
す
る
唯
一
の
解
決
策
で
す
。
〜

●
３
　
単
独
浄
化
槽
、
撤
去
し
ま
す
。

　
単
独
槽
、
必
要
と
あ
れ
ば
町
が
撤
去
し

ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
費
10
万
円
を
超
え

た
分
は
個
人
負
担
で
す
。

●
４
　
設
置
規
則
を
見
直
し
ま
し
た

　
今
ま
で
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場

所
が
狭
く
、
設
置
で
き
な
か
っ
た
お
宅
で

も
、
出
来
る
だ
け
設
置
で
き
る
よ
う
に
、

対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
一
度
役
場
に
来

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
５
　
合
併
浄
化
槽
の
必
要
性

　
下
仁
田
町
は
水
源
の
町
で
あ
る
た
め
、

清
浄
な
水
を
下
流
へ
流
す
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
水
質
汚
濁
の
要
因
は
、
単
独
浄

化
槽
ま
た
は
汲
取
り
の
ご
家
庭
か
ら
そ
の

ま
ま
放
流
さ
れ
て
い
る
台
所
、
風
呂
等
か

ら
の
生
活
排
水
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
川
や
水
路
を
汚
し
た
り
匂
い

を
発
生
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水

質
汚
濁
を
解
決
す
る
唯
一
の
方
法
が
合
併

浄
化
槽
で
す
。

　
現
在
、
単
独
浄
化
槽
で
処
理
を
行
っ
て

い
る
ご
家
庭
で
は
、
す
で
に
ト
イ
レ
が
水

洗
化
さ
れ
て
い
る
た
め
合
併
浄
化
槽
へ
の

転
換
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま
り
無
い
様
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
浄
化
槽
を
設
置
す
れ
ば
こ

れ
ら
の
問
題
が
解
消
さ
れ
、
更
に
は
環
境

保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
６
　
群
馬
県
の
汚
水
処
理
計
画
と
町
の

現
状

　
群
馬
県
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
（
生

活
排
水
処
理
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
区

域
の
割
合
）
は
、
平
成
28
年
度
で
79
・

3
％
で
全
国
第
37
位
で
あ
り
、
決
し
て
高

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
下
仁
田
町
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

は
、
平
成
28
年
度
で
33
・
1
％
（
5
％
上

げ
る
に
は
約
1
7
0
基
整
備
が
必
要
）
で

あ
り
、
水
源
の
町
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

群
馬
県
で
最
下
位
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

県
の
平
均
値
に
近
づ
け
る
に
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
汚
水
処
理
人
口

向
上
の
た
め
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
が
必

要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　
建
設
ガ
ス
水
道
課
　

管
理
係
・
建
設
係
　
☎
64
―
８
８
０
７

（
直
通
）

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

１０人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円

７０,０００円

８０,０００円

エコ補助

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
３
戸

●
間
取
り
　
木
造
2
階
建
　
3
D
K

約
73
・
6
㎡

●
家
賃
　
2
5
、
5
0
0
円
〜
3
8
、

0
0
0
円
の
間
（
所
得
に
応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
1
台
　
月
額
1
、
6
2
0
円 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費

月
額
3
、
3
0
0
円

●
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族
用
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
入
居
予
定
　
10
月
下
旬

（
最
短
の
場
合
）

※
住
宅
番
号
Ｂ
３
・
Ｄ
８
は
随
時
募
集
中

で
す
の
で
、
申
込
み
順
で
審
査
を
行
い
、

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
住
宅
番
号
Ｃ
６
の
み
、
受
付
期
間
が
あ

り
、
Ｃ
６
の
申
込
希
望
者
が
２
件
以
上
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

●
受
付
日
時
　
10
月
２
日
（
月
）
〜
13
日

（
金
）
平
日 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

町
営
伊
勢
山
下
団
地（
平
成
22
年
度
建
設
物
件
）

入
居
者
募
集

　
小
中
学
校
や
役
場
・
公
民
館
・
保
健
セ

ン
タ
ー
に
も
近
く
、
新
築
で
す
が
町
営
住

宅
で
す
の
で
家
賃
も
低
額
で
す
。

　
入
居
用
件
あ
り
ま
す
。
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
住
宅
内
の
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
４
戸

（
平
成
29
年
度
建
設
）

●
間
取
り
　
木
造
2
階
建
　
3
D
K 

約
76
・
18
㎡

●
家
賃
　
2
６
、
９
0
0
円
〜
４
０
、

0
0
0
円
の
間
（
所
得
に
応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
あ
り

月
額
１
台
1
、
6
2
0
円 

●
共
益
費
（
浄
化
槽
管
理
費
）

3
、
3
0
0
円

●
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族
用
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
受
付
日
時
　
10
月
２
日
（
月
）
〜
13
日

（
金
）
平
日 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

※
募
集
戸
数
よ
り
申
込
者
が
多
い
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
。

●
入
居
予
定
　
10
月
下
旬
（
最
短
の
場

合
）

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

町
営
伊
勢
山
下
団
地
・
新
築
住
宅
完
成
に
つ
き

入
居
者
募
集
！

行政情報行政情報

広
報しもにた
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今
、
入
替
え
が
大
変
お
得
！
費
用
負
担

を
次
の
と
お
り
軽
減
し
、
単
独
槽
等
か
ら

の
入
替
え
を
促
進
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
申
請
の
締
切
り
は
平
成
29
年

12
月
28
日
で
す
。
早
め
の
計
画
、
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
１
　
エ
コ
補
助
金
を
継
続
！ 

　
単
独
浄
化
槽
、
汲
取
り
槽
か
ら
合
併
浄

化
槽
に
入
替
え
、
年
度
内
に
使
用
開
始
す

る
場
合
、
下
表
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
撤
去
前
後
の
単
独
浄
化

槽
・
汲
取
り
漕
の
写
真
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
エ
コ
補
助
金
は
来
年
度
以
降

の
継
続
は
不
明
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
２
　
分
担
金
軽
減
を
継
続
！

　
大
好
評
、
平
成
30
年
3
月
（
平
成
29
年

度
）
ま
で
次
の
と
お
り
軽
減
し
、
浄
化
槽

を
設
置
し
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

〜
合
併
浄
化
槽
は
汚
染
さ
れ
る
河
川
の
水
質
を
浄
化
す
る
唯
一
の
解
決
策
で
す
。
〜

●
３
　
単
独
浄
化
槽
、
撤
去
し
ま
す
。

　
単
独
槽
、
必
要
と
あ
れ
ば
町
が
撤
去
し

ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
費
10
万
円
を
超
え

た
分
は
個
人
負
担
で
す
。

●
４
　
設
置
規
則
を
見
直
し
ま
し
た

　
今
ま
で
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場

所
が
狭
く
、
設
置
で
き
な
か
っ
た
お
宅
で

も
、
出
来
る
だ
け
設
置
で
き
る
よ
う
に
、

対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
一
度
役
場
に
来

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
５
　
合
併
浄
化
槽
の
必
要
性

　
下
仁
田
町
は
水
源
の
町
で
あ
る
た
め
、

清
浄
な
水
を
下
流
へ
流
す
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
水
質
汚
濁
の
要
因
は
、
単
独
浄

化
槽
ま
た
は
汲
取
り
の
ご
家
庭
か
ら
そ
の

ま
ま
放
流
さ
れ
て
い
る
台
所
、
風
呂
等
か

ら
の
生
活
排
水
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
川
や
水
路
を
汚
し
た
り
匂
い

を
発
生
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水

質
汚
濁
を
解
決
す
る
唯
一
の
方
法
が
合
併

浄
化
槽
で
す
。

　
現
在
、
単
独
浄
化
槽
で
処
理
を
行
っ
て

い
る
ご
家
庭
で
は
、
す
で
に
ト
イ
レ
が
水

洗
化
さ
れ
て
い
る
た
め
合
併
浄
化
槽
へ
の

転
換
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま
り
無
い
様
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
浄
化
槽
を
設
置
す
れ
ば
こ

れ
ら
の
問
題
が
解
消
さ
れ
、
更
に
は
環
境

保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
６
　
群
馬
県
の
汚
水
処
理
計
画
と
町
の

現
状

　
群
馬
県
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
（
生

活
排
水
処
理
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
区

域
の
割
合
）
は
、
平
成
28
年
度
で
79
・

3
％
で
全
国
第
37
位
で
あ
り
、
決
し
て
高

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
下
仁
田
町
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

は
、
平
成
28
年
度
で
33
・
1
％
（
5
％
上

げ
る
に
は
約
1
7
0
基
整
備
が
必
要
）
で

あ
り
、
水
源
の
町
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

群
馬
県
で
最
下
位
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

県
の
平
均
値
に
近
づ
け
る
に
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
汚
水
処
理
人
口

向
上
の
た
め
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
が
必

要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　
建
設
ガ
ス
水
道
課
　

管
理
係
・
建
設
係
　
☎
64
―
８
８
０
７

（
直
通
）

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

１０人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円

７０,０００円

８０,０００円

エコ補助

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
３
戸

●
間
取
り
　
木
造
2
階
建
　
3
D
K

約
73
・
6
㎡

●
家
賃
　
2
5
、
5
0
0
円
〜
3
8
、

0
0
0
円
の
間
（
所
得
に
応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
1
台
　
月
額
1
、
6
2
0
円 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費

月
額
3
、
3
0
0
円

●
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族
用
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
入
居
予
定
　
10
月
下
旬

（
最
短
の
場
合
）

※
住
宅
番
号
Ｂ
３
・
Ｄ
８
は
随
時
募
集
中

で
す
の
で
、
申
込
み
順
で
審
査
を
行
い
、

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
住
宅
番
号
Ｃ
６
の
み
、
受
付
期
間
が
あ

り
、
Ｃ
６
の
申
込
希
望
者
が
２
件
以
上
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

●
受
付
日
時
　
10
月
２
日
（
月
）
〜
13
日

（
金
）
平
日 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

町
営
伊
勢
山
下
団
地（
平
成
22
年
度
建
設
物
件
）

入
居
者
募
集

　
小
中
学
校
や
役
場
・
公
民
館
・
保
健
セ

ン
タ
ー
に
も
近
く
、
新
築
で
す
が
町
営
住

宅
で
す
の
で
家
賃
も
低
額
で
す
。

　
入
居
用
件
あ
り
ま
す
。
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
住
宅
内
の
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
４
戸

（
平
成
29
年
度
建
設
）

●
間
取
り
　
木
造
2
階
建
　
3
D
K 

約
76
・
18
㎡

●
家
賃
　
2
６
、
９
0
0
円
〜
４
０
、

0
0
0
円
の
間
（
所
得
に
応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
あ
り

月
額
１
台
1
、
6
2
0
円 

●
共
益
費
（
浄
化
槽
管
理
費
）

3
、
3
0
0
円

●
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族
用
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
受
付
日
時
　
10
月
２
日
（
月
）
〜
13
日

（
金
）
平
日 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

※
募
集
戸
数
よ
り
申
込
者
が
多
い
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
。

●
入
居
予
定
　
10
月
下
旬
（
最
短
の
場

合
）

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

町
営
伊
勢
山
下
団
地
・
新
築
住
宅
完
成
に
つ
き

入
居
者
募
集
！

行政情報行政情報

広
報しもにた
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◇
ほ
た
る
山
公
園

●
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
使
用
料

通
常
5
0
0
円
↓
無
料
（
要
予
約
）

※
コ
ン
ロ
や
鉄
板
等
の
道
具
、
炭
は
有
料

と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
ほ
た
る
山
公
園
管
理
棟

☎
82―

６
２
２
２

◇
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
料
　
認
定
団
体
　

通
常
1
時
間
1
0
0
円
↓
無
料
（
要
予
約
）

そ
の
他
　
通
常
1
時
間
6
0
0
円
↓
無
料

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
２
面
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
１
面
）

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
ナ
イ
タ
ー
設
備
あ
り

●
問
い
合
わ
せ
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

☎
84―

３
１
８
０

10
月
28
日
は
県
民
の
日
で
す

お
得
な
優
待
情
報

利
用
者
多
数
の
場
合
は
時
間
等
の
調
整
あ
り

◇
下
仁
田
町
歴
史
館

●
入
館
料
　
通
常
2
0
0
円 

↓ 

無
料

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

◇
荒
船
風
穴

見
学
者
に
缶
バ
ッ
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

◇
下
仁
田
町
自
然
史
館

●
入
館
料
　
通
常
2
0
0
円 

↓ 

無
料

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分
（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
自
然
史
館
　

☎
70―

３
０
７
０

　
富
岡
調
停
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
調

停
手
続
き
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
金
銭
の
貸
借
（
サ
ラ
金
の
返
済
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
、
金
を
返
し
て
も
ら
え
な

い
）
、
土
地
建
物
、
交
通
事
故
等
の
民
事

上
の
争
い
や
、
遺
産
相
続
、
夫
婦
、
親

子
、
扶
養
関
係
、
男
女
間
の
も
め
ご
と
等

の
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
は
無
料
で
す
。

●
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
予
約
は
不
要
で
す
。

調
停
相
談
会

●
開
催
日
　
10
月
17
日
（
火
）

●
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

３
時
ま
で

●
会
　
場
　
富
岡
公
民
館

（
富
岡
市
富
岡
１
７
７
５―

２
）

（
☎
62―

０
８
９
９
）

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
富
岡
簡
易
裁
判
所

（
☎
62―

２
２
５
８
）

※
相
談
会
開
催
日
以
外
で
も
平
日
は
、
裁

判
所
で
手
続
き
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
町
の
情
報
を
随
時
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
必
要
な
情
報
を
６
項
目
か
ら
選
び
、
受

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
防
災
行
政
無
線
で
流
れ
る
内
容
も
配

信
さ
れ
、
メ
ー
ル
な
の
で
町
外
に
い
て
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
が
で
き
な
い
場

合
は
左
記
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

t-shim
onita@

sg-m
.jp

●
登
録
手
順

①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り

②
空
メ
ー
ル
送
信

③
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
メ
ー
ル
受
信

④
メ
ー
ル
配
信
に
同
意

⑤
配
信
種
別
を
選
択

⑥
入
力
内
容
を
登
録

⑦
登
録
完
了

●
配
信
種
別

①
防
災
情
報

火
災
、
災
害
、
避
難
情
報
等

②
防
犯
情
報

不
審
者
、
振
り
込
め
詐
欺
情
報
等

③
暮
ら
し
の
情
報

子
育
て
、
健
康
、
住
ま
い
等

④
行
政
情
報

説
明
会
、
各
種
行
事
情
報
等

⑤
交
通
情
報

道
路
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
情
報
等

⑥
観
光
イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報
等

●
ご
登
録
の
前
に

　
携
帯
電
話
で
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
の
設
定
を

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
次
の
２
つ
の
設
定
を

行
っ
て
か
ら
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
「
＠sg-m

.jp

」
ド
メ
イ
ン
、
あ
る
い

は
「shim

onita

＠sg-m
.jp

」
の
ア
ド
レ

ス
か
ら
の
メ
ー
ル
受
信
を
許
可
す
る
。

・
Ｕ
Ｒ
Ｌ
付
き
メ
ー
ル
の
受
信
を
許
可
す

る
。

「
し
も
に
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」
を

ご
登
録
く
だ
さ
い
！

　
本
年
も
知
的
障
害
者
福
祉
月
間
（
９
月

１
日
〜
30
日
）
に
合
わ
せ
、
９
月
５
日
に

福
祉
パ
レ
ー
ド
が
役
場
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
「
下
仁
田
町
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
」
の
会
員
か
ら
町
長
、
議
長
、
教
育

長
あ
て
に
、
知
的
障
害
者
を
取
り
巻
く
現

状
や
問
題
点
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読

み
上
げ
ら
れ
た
の
ち
、
福
祉
作
業
所
通
所

者
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
45
回
福
祉
パ
レ
ー
ド
が
下
仁
田
町
を
訪
問

　
「
防
災
行
政
無
線
が
放
送
さ
れ
た

け
ど
、
何
て
言
っ
た
か
よ
く
聞
き
取

れ
な
か
っ
た
」
場
合
は
『
電
話
応
答

サ
ー
ビ
ス
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

☎
82
―
４
４
３
３
（
４
回
線
あ
り
）

　
放
送
さ
れ
た
同
じ
内
容
を
受
話
器

で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
放
送

終
了
後
15
分
く
ら
い
経
過
し
て
か

ら
）

※

通
話
料
金
は
、
発
信
者
の
ご
負
担

と
な
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
が

よ
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
ら
！

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
外
か
ら
の
誘
客

を
促
進
し
、
街
中
を
回
遊
し
て
い
た
だ

き
、
レ
ト
ロ
・
モ
ダ
ン
な
街
並
み
の
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
な
お
、
「
商
業
祭
・
商
工
会

青
年
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
荒
船
風
穴
ハ

イ
キ
ン
グ
」
が
同
日
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
開
催
日
時
　
11
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
小
雨
決
行
）

●
開
催
場
所
　
下
仁
田
駅
前
中
央
通
り

●
イ
ベ
ン
ト
内
容
（
内
容
は
予
告
な
く
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

・
手
し
ご
と
市
場
　
西
上
州
唯
一
の
手
作

り
品
市
。
手
作
り
品
の
「
技
」
の
披
露
、

力
試
し
の
場
で
す
。

・
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
　
手
づ
く
り
ね
ぎ
ピ

ザ
、
き
の
こ
汁

・
下
仁
田
か
つ
丼
大
食
い
大
会

・
富
岡
製
糸
場
世
界
遺
産
伝
道
師
協
会
に

よ
る
繭
ク
ラ
フ
ト
作
り
他

●
主
催
　
下
仁
田
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

■
出
店
者
追
加
募
集

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
心
を
込
め
て
作
っ
た
手

作
り
品
の
展
示
販
売
出
店
者
を
追
加
募
集

し
ま
す
。

・
会
場
　
下
仁
田
駅
前
中
央
通
り

・
募
集
区
画
数
　
20
区
画
（
１
個
人
に
つ

き
１
区
画
）

・
区
画
　
中
央
通
り
空
き
店
舗
前
軒
下

（
お
よ
そ
２
ｍ
幅
）

・
出
店
品
　
手
作
り
品
に
限
る
（
仕
入
品

不
可
・
体
験
参
加
型
大
歓
迎
）

・
出
店
料
　
１
区
画
　
５
０
０
円
（
イ
ベ

ン
ト
当
日
徴
収
）

・
募
集
期
限
　
10
月
13
日
（
金
）
ま
で

・
申
込
資
格
　
町
内
・
町
外
、
プ
ロ
・
ア

マ
は
不
問
。

・
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
下
記
内
容
を
記
入
の
上
、
お
申
込

み
下
さ
い
。

・
氏
名
、
携
帯
や
メ
ー
ル
な
ど
の
連
絡

先
、
出
店
品
内
容
、
要
電
源
の
有
無

（
様
式
は
任
意
で
結
構
で
す
。
）

・
注
意
事
項
等

・
区
画
箇
所
は
主
催
者
に
て
決
定
し
ま
す
。

・
雨
対
策
、
机
等
は
出
店
者
の
責
任
で
準

備
願
い
ま
す
（
テ
ン
ト
張
り
可
）

・
指
定
箇
所
で
荷
降
ろ
し
後
、
速
や
か
に

車
両
を
指
定
駐
車
場
（
諏
訪
神
社
前
駐
車

場
）
に
移
動
願
い
ま
す
。

・
荷
降
ろ
し
場
所
か
ら
区
画
ま
で
の
搬
送
用

に
、
な
る
べ
く
各
自
台
車
を
持
参
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

〒
３
７
０―

２
６
０
１

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
下
仁
田
３
８
６

下
仁
田
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

堀
越
　
健
介

☎
０
９
０―

８
７
２
６―

７
９
５
９

℻
０
２
７
４―

82―

５
４
８
８

Ｅ―

ｍ
ａ
ｉ
ｌ

kenta@
m
si.biglobe.ne.jp

第
８
回

下
仁
田
へ
行
っ
て
ん
べ
ー
祭
開
催

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
児
　
平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
24
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童

※
当
日
は
、
保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ

る
人
が
必
ず
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
お
手
元
に
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合

新
入
学
予
定
児

健
康
診
断

実施場所

下仁田小学校

受付時間

午後1時～１時15分

実施日

10月16日（月）

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
  

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
　
学
校
教

育
係
　
☎
82
―
２
１
１
５

行政情報行政情報
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◇
ほ
た
る
山
公
園

●
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
使
用
料

通
常
5
0
0
円
↓
無
料
（
要
予
約
）

※
コ
ン
ロ
や
鉄
板
等
の
道
具
、
炭
は
有
料

と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
ほ
た
る
山
公
園
管
理
棟

☎
82―

６
２
２
２

◇
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
料
　
認
定
団
体
　

通
常
1
時
間
1
0
0
円
↓
無
料
（
要
予
約
）

そ
の
他
　
通
常
1
時
間
6
0
0
円
↓
無
料

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
２
面
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
１
面
）

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
ナ
イ
タ
ー
設
備
あ
り

●
問
い
合
わ
せ
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

☎
84―

３
１
８
０

10
月
28
日
は
県
民
の
日
で
す

お
得
な
優
待
情
報

利
用
者
多
数
の
場
合
は
時
間
等
の
調
整
あ
り

◇
下
仁
田
町
歴
史
館

●
入
館
料
　
通
常
2
0
0
円 

↓ 

無
料

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

◇
荒
船
風
穴

見
学
者
に
缶
バ
ッ
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

◇
下
仁
田
町
自
然
史
館

●
入
館
料
　
通
常
2
0
0
円 

↓ 

無
料

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分
（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
自
然
史
館
　

☎
70―

３
０
７
０

　
富
岡
調
停
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
調

停
手
続
き
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
金
銭
の
貸
借
（
サ
ラ
金
の
返
済
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
、
金
を
返
し
て
も
ら
え
な

い
）
、
土
地
建
物
、
交
通
事
故
等
の
民
事

上
の
争
い
や
、
遺
産
相
続
、
夫
婦
、
親

子
、
扶
養
関
係
、
男
女
間
の
も
め
ご
と
等

の
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
は
無
料
で
す
。

●
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
予
約
は
不
要
で
す
。

調
停
相
談
会

●
開
催
日
　
10
月
17
日
（
火
）

●
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

３
時
ま
で

●
会
　
場
　
富
岡
公
民
館

（
富
岡
市
富
岡
１
７
７
５―

２
）

（
☎
62―

０
８
９
９
）

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
富
岡
簡
易
裁
判
所

（
☎
62―

２
２
５
８
）

※
相
談
会
開
催
日
以
外
で
も
平
日
は
、
裁

判
所
で
手
続
き
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
町
の
情
報
を
随
時
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
必
要
な
情
報
を
６
項
目
か
ら
選
び
、
受

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
防
災
行
政
無
線
で
流
れ
る
内
容
も
配

信
さ
れ
、
メ
ー
ル
な
の
で
町
外
に
い
て
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
が
で
き
な
い
場

合
は
左
記
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

t-shim
onita@

sg-m
.jp

●
登
録
手
順

①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り

②
空
メ
ー
ル
送
信

③
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
メ
ー
ル
受
信

④
メ
ー
ル
配
信
に
同
意

⑤
配
信
種
別
を
選
択

⑥
入
力
内
容
を
登
録

⑦
登
録
完
了

●
配
信
種
別

①
防
災
情
報

火
災
、
災
害
、
避
難
情
報
等

②
防
犯
情
報

不
審
者
、
振
り
込
め
詐
欺
情
報
等

③
暮
ら
し
の
情
報

子
育
て
、
健
康
、
住
ま
い
等

④
行
政
情
報

説
明
会
、
各
種
行
事
情
報
等

⑤
交
通
情
報

道
路
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
情
報
等

⑥
観
光
イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報
等

●
ご
登
録
の
前
に

　
携
帯
電
話
で
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
の
設
定
を

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
次
の
２
つ
の
設
定
を

行
っ
て
か
ら
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
「
＠sg-m

.jp

」
ド
メ
イ
ン
、
あ
る
い

は
「shim

onita

＠sg-m
.jp

」
の
ア
ド
レ

ス
か
ら
の
メ
ー
ル
受
信
を
許
可
す
る
。

・
Ｕ
Ｒ
Ｌ
付
き
メ
ー
ル
の
受
信
を
許
可
す

る
。

「
し
も
に
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」
を

ご
登
録
く
だ
さ
い
！

　
本
年
も
知
的
障
害
者
福
祉
月
間
（
９
月

１
日
〜
30
日
）
に
合
わ
せ
、
９
月
５
日
に

福
祉
パ
レ
ー
ド
が
役
場
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
「
下
仁
田
町
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
」
の
会
員
か
ら
町
長
、
議
長
、
教
育

長
あ
て
に
、
知
的
障
害
者
を
取
り
巻
く
現

状
や
問
題
点
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読

み
上
げ
ら
れ
た
の
ち
、
福
祉
作
業
所
通
所

者
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
45
回
福
祉
パ
レ
ー
ド
が
下
仁
田
町
を
訪
問

　
「
防
災
行
政
無
線
が
放
送
さ
れ
た

け
ど
、
何
て
言
っ
た
か
よ
く
聞
き
取

れ
な
か
っ
た
」
場
合
は
『
電
話
応
答

サ
ー
ビ
ス
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

☎
82
―
４
４
３
３
（
４
回
線
あ
り
）

　
放
送
さ
れ
た
同
じ
内
容
を
受
話
器

で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
放
送

終
了
後
15
分
く
ら
い
経
過
し
て
か

ら
）

※

通
話
料
金
は
、
発
信
者
の
ご
負
担

と
な
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
が

よ
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
ら
！

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
外
か
ら
の
誘
客

を
促
進
し
、
街
中
を
回
遊
し
て
い
た
だ

き
、
レ
ト
ロ
・
モ
ダ
ン
な
街
並
み
の
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
な
お
、
「
商
業
祭
・
商
工
会

青
年
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
荒
船
風
穴
ハ

イ
キ
ン
グ
」
が
同
日
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
開
催
日
時
　
11
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
小
雨
決
行
）

●
開
催
場
所
　
下
仁
田
駅
前
中
央
通
り

●
イ
ベ
ン
ト
内
容
（
内
容
は
予
告
な
く
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

・
手
し
ご
と
市
場
　
西
上
州
唯
一
の
手
作

り
品
市
。
手
作
り
品
の
「
技
」
の
披
露
、

力
試
し
の
場
で
す
。

・
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
　
手
づ
く
り
ね
ぎ
ピ

ザ
、
き
の
こ
汁

・
下
仁
田
か
つ
丼
大
食
い
大
会

・
富
岡
製
糸
場
世
界
遺
産
伝
道
師
協
会
に

よ
る
繭
ク
ラ
フ
ト
作
り
他

●
主
催
　
下
仁
田
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

■
出
店
者
追
加
募
集

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
心
を
込
め
て
作
っ
た
手

作
り
品
の
展
示
販
売
出
店
者
を
追
加
募
集

し
ま
す
。

・
会
場
　
下
仁
田
駅
前
中
央
通
り

・
募
集
区
画
数
　
20
区
画
（
１
個
人
に
つ

き
１
区
画
）

・
区
画
　
中
央
通
り
空
き
店
舗
前
軒
下

（
お
よ
そ
２
ｍ
幅
）

・
出
店
品
　
手
作
り
品
に
限
る
（
仕
入
品

不
可
・
体
験
参
加
型
大
歓
迎
）

・
出
店
料
　
１
区
画
　
５
０
０
円
（
イ
ベ

ン
ト
当
日
徴
収
）

・
募
集
期
限
　
10
月
13
日
（
金
）
ま
で

・
申
込
資
格
　
町
内
・
町
外
、
プ
ロ
・
ア

マ
は
不
問
。

・
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
下
記
内
容
を
記
入
の
上
、
お
申
込

み
下
さ
い
。

・
氏
名
、
携
帯
や
メ
ー
ル
な
ど
の
連
絡

先
、
出
店
品
内
容
、
要
電
源
の
有
無

（
様
式
は
任
意
で
結
構
で
す
。
）

・
注
意
事
項
等

・
区
画
箇
所
は
主
催
者
に
て
決
定
し
ま
す
。

・
雨
対
策
、
机
等
は
出
店
者
の
責
任
で
準

備
願
い
ま
す
（
テ
ン
ト
張
り
可
）

・
指
定
箇
所
で
荷
降
ろ
し
後
、
速
や
か
に

車
両
を
指
定
駐
車
場
（
諏
訪
神
社
前
駐
車

場
）
に
移
動
願
い
ま
す
。

・
荷
降
ろ
し
場
所
か
ら
区
画
ま
で
の
搬
送
用

に
、
な
る
べ
く
各
自
台
車
を
持
参
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

〒
３
７
０―

２
６
０
１

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
下
仁
田
３
８
６

下
仁
田
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

堀
越
　
健
介

☎
０
９
０―

８
７
２
６―

７
９
５
９

℻
０
２
７
４―

82―

５
４
８
８

Ｅ―

ｍ
ａ
ｉ
ｌ

kenta@
m
si.biglobe.ne.jp

第
８
回

下
仁
田
へ
行
っ
て
ん
べ
ー
祭
開
催

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
児
　
平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
24
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童

※
当
日
は
、
保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ

る
人
が
必
ず
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
お
手
元
に
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合

新
入
学
予
定
児

健
康
診
断

実施場所

下仁田小学校

受付時間

午後1時～１時15分

実施日

10月16日（月）

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
  

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
　
学
校
教

育
係
　
☎
82
―
２
１
１
５

行政情報行政情報
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身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN
TOPICS

TOWN　TOPICS

　
８
月
４
日
（
金
）
、
第
47
回
町
民
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
下
仁
田
中
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優
　勝
　
リ
バ
テ
ィ

準
優
勝
　
下
仁
田
二
葉

第
47
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
８
月
20
日
（
日
）
下
仁
田
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
、
町
民
グ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

※
グ
ロ
ス
順
位
上
位
３
名
（
佐
藤
勇
二
、

武
藤
尚
男
、
安
藤
正
行
）
は
、
９
月
26
日

（
火
）
開
催
の
第
29
回
群
馬
県
市
町
村
対

抗
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
に
、
町
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た

第
70
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
８
月
20
日
（
日
）
、
富
岡
警
察
署
下
仁

田
分
庁
舎
柔
道
場
に
お
い
て
、
町
民
武
道

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
隣
の
柔
道
教
室
・
中
学
校
柔
道
部
の

方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

第
45
回
町
民
武
道
大
会

　
下
仁
田
高
校
生
徒
8
名
が
8
月
3
日

（
木
）
、
今
年
採
用
さ
れ
た
先
生
の
新
人

研
修
の
一
環
と
し
て
荒
船
風
穴
を
訪
れ
た

先
生
の
卵
26
名
に
風
穴
の
解
説
を
行
い
ま

し
た
。

　
い
つ
も
と
は
逆
の
立
場
で
、
先
生
に
風

穴
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日

を
入
れ
て
夏
休
み
の
期
間
中
5
日
間
、
風

穴
解
説
ガ
イ
ド
と
し
て
来
場
者
の
案
内
を

し
ま
し
た
。

下
仁
田
高
校
生
徒
が
夏
休
み
を
利
用
し

風
穴
解
説
ガ
イ
ド
に

広
報しもにた

　
昨
年
８
月
21
日
、
58
年
振
り
の
夏
期
巡

回
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ
た
の
を
記
念

し
、
８
月
19
日
に
『
一
般
財
団
法
人
　
簡

易
保
険
加
入
者
協
会
』
よ
り
講
師
を
派
遣

し
て
く
だ
さ
り
昨
年
も
指
導
し
て
下
さ
っ

た
『
鈴
木
大
輔
』
先
生
と
今
回
は
現
役
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
『
舘
野
怜
奈
』
さ
ん
を
お

迎
え
し
、
下
中
体
育
館
に
て
講
習
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
お
二
人
か
ら
直
接
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
１
４
０
名
の
参
加
者
が
正
し

い
動
き
を
一
緒
に
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
健

康
づ
く
り
や
健
康
維
持
・
向
上
に
役
立

ち
、
楽
し
く
実
り
あ
る
講
習
会
で
し
た
。

『
ラ
ジ
オ
体
操
１
周
年
記
念
体
操
会
』
を

開
催
し
ま
し
た

左）佐藤勇二　右）白鷹公子

リ
バ
テ
ィ

下
仁
田
二
葉

２１：１２
２１：１２

2 0

佐　藤　勇　二

安　藤　正　行

武　藤　尚　男

佐藤　勇二（７４）

優　　　　勝

準　 優　 勝

第 　３　 位

ベストグロス

白　鷹　公　子

茂　木　　　清

小井土　文　雄

佐藤周一（８４）

総　　　　合 グランドシニア
及び女子の部

大橋　愛夢（高　瀬）

半田ポール勇（メトリーズ）

今井　奏佑（富　岡）

山﨑　康大（吉　井）

黒澤　倖菜（下仁田）

入山　秀三（富岡南）

佐藤　　匠（富岡南）

小林玲央馬（富岡東）

佐藤　瑛留（富岡南）

田貝侑奈実（寺　尾）

今井　麗奈（富岡西）

岩崎　未来（富岡南）

吉田　史弥（富　岡）

矢島　遥斗（東横野）

入山　凌也（富　岡）

神田　姫香（下仁田）

大河原夕捺（富岡西）

山口　政宗（富　岡）

斉藤　蒼天（下仁田）

坂巻　瑛夫（富　岡）

佐藤　孝紀（下仁田）

池田　　光（安　中）

池田　彩花（安　中）

小暮　鈴果（吉　井）

池田さくら（安　中）

深澤　百華（富岡南）

３年

４年

５年

６年

２年

４年

５年

６年

部　門 優　勝 準優勝 第３位

男
子

小
学
生

中
学
生

男
子

女
子

女
子

２年

２年

1年

1年

２年

深澤　雄太（高　瀬） 高木　怜眞（高　瀬）

大橋　怜斗（富岡南）

吉田　拓弥（富岡東）

森田　涼葉（富岡南）

石井　公健（富岡東）

木暮　全志（富岡東）

西城　　遥（富岡南）

　
こ
の
度
、
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
プ
ラ
ン

様
（
群
馬
県
前
橋
市
元
総
社
町
）
よ
り

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
事

業
」
に
対
し
、
ご
寄
附
を
賜
り
、
下
仁
田

町
と
「
地
方
創
生
応
援
税
制
等
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
期
間

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
の
３

カ
年
と
し
、
継
続
し
た
ご
支
援
を
賜
る
協

定
を
締
結
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
8
月
29
日
（
火
）
に
役
場
に

て
協
定
調
印
式
を
開
催
し
、
株
式
会
社
プ

ラ
イ
ム
プ
ラ
ン
　
代
表
取
締
役
　
伊
勢
　

光
一
様
　
他
2
名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

原
町
長
と
共
に
協
定
書
に
署
名
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

●
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　
町
は
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
町
内
金
融

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
対
象
学
生
が
卒

業
後
町
へ
定
住
す
れ
ば
奨
学
ロ
ー
ン
相
当

額
を
補
助
す
る
奨
学
金
制
度
「
ね
ぎ
と
こ

ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
プ
ラ
ン
様
と

地
方
創
生
応
援
税
制（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）

等
に
関
す
る
協
定
締
結

　
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
平
成
29
年
３
月

に
内
閣
府
か
ら
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
認
定
を
受
け
、

専
門
基
金
を
原
資
に
運
営
を
し
て
い
ま

す
。
奨
学
金
制
度
を
健
全
に
運
営
し
て
い

く
た
め
、
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨

学
金
事
業
に
賛
同
の
上
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
制
度
を
利
用
し
て
応
援
を
し
て

い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町の話題町の話題
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町
の
話
題

町
の
話
題

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN
TOPICS

TOWN　TOPICS

　
８
月
４
日
（
金
）
、
第
47
回
町
民
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
下
仁
田
中
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優
　勝
　
リ
バ
テ
ィ

準
優
勝
　
下
仁
田
二
葉

第
47
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
８
月
20
日
（
日
）
下
仁
田
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
、
町
民
グ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

※
グ
ロ
ス
順
位
上
位
３
名
（
佐
藤
勇
二
、

武
藤
尚
男
、
安
藤
正
行
）
は
、
９
月
26
日

（
火
）
開
催
の
第
29
回
群
馬
県
市
町
村
対

抗
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
に
、
町
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た

第
70
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
８
月
20
日
（
日
）
、
富
岡
警
察
署
下
仁

田
分
庁
舎
柔
道
場
に
お
い
て
、
町
民
武
道

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
隣
の
柔
道
教
室
・
中
学
校
柔
道
部
の

方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

第
45
回
町
民
武
道
大
会

　
下
仁
田
高
校
生
徒
8
名
が
8
月
3
日

（
木
）
、
今
年
採
用
さ
れ
た
先
生
の
新
人

研
修
の
一
環
と
し
て
荒
船
風
穴
を
訪
れ
た

先
生
の
卵
26
名
に
風
穴
の
解
説
を
行
い
ま

し
た
。

　
い
つ
も
と
は
逆
の
立
場
で
、
先
生
に
風

穴
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日

を
入
れ
て
夏
休
み
の
期
間
中
5
日
間
、
風

穴
解
説
ガ
イ
ド
と
し
て
来
場
者
の
案
内
を

し
ま
し
た
。

下
仁
田
高
校
生
徒
が
夏
休
み
を
利
用
し

風
穴
解
説
ガ
イ
ド
に

広
報しもにた

　
昨
年
８
月
21
日
、
58
年
振
り
の
夏
期
巡

回
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ
た
の
を
記
念

し
、
８
月
19
日
に
『
一
般
財
団
法
人
　
簡

易
保
険
加
入
者
協
会
』
よ
り
講
師
を
派
遣

し
て
く
だ
さ
り
昨
年
も
指
導
し
て
下
さ
っ

た
『
鈴
木
大
輔
』
先
生
と
今
回
は
現
役
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
『
舘
野
怜
奈
』
さ
ん
を
お

迎
え
し
、
下
中
体
育
館
に
て
講
習
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
お
二
人
か
ら
直
接
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
１
４
０
名
の
参
加
者
が
正
し

い
動
き
を
一
緒
に
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
健

康
づ
く
り
や
健
康
維
持
・
向
上
に
役
立

ち
、
楽
し
く
実
り
あ
る
講
習
会
で
し
た
。

『
ラ
ジ
オ
体
操
１
周
年
記
念
体
操
会
』
を

開
催
し
ま
し
た

左）佐藤勇二　右）白鷹公子

リ
バ
テ
ィ

下
仁
田
二
葉

２１：１２
２１：１２

2 0

佐　藤　勇　二

安　藤　正　行

武　藤　尚　男

佐藤　勇二（７４）

優　　　　勝

準　 優　 勝

第 　３　 位

ベストグロス

白　鷹　公　子

茂　木　　　清

小井土　文　雄

佐藤周一（８４）

総　　　　合 グランドシニア
及び女子の部

大橋　愛夢（高　瀬）

半田ポール勇（メトリーズ）

今井　奏佑（富　岡）

山﨑　康大（吉　井）

黒澤　倖菜（下仁田）

入山　秀三（富岡南）

佐藤　　匠（富岡南）

小林玲央馬（富岡東）

佐藤　瑛留（富岡南）

田貝侑奈実（寺　尾）

今井　麗奈（富岡西）

岩崎　未来（富岡南）

吉田　史弥（富　岡）

矢島　遥斗（東横野）

入山　凌也（富　岡）

神田　姫香（下仁田）

大河原夕捺（富岡西）

山口　政宗（富　岡）

斉藤　蒼天（下仁田）

坂巻　瑛夫（富　岡）

佐藤　孝紀（下仁田）

池田　　光（安　中）

池田　彩花（安　中）

小暮　鈴果（吉　井）

池田さくら（安　中）

深澤　百華（富岡南）

３年

４年

５年

６年

２年

４年

５年

６年

部　門 優　勝 準優勝 第３位

男
子

小
学
生

中
学
生

男
子

女
子

女
子

２年

２年

1年

1年

２年

深澤　雄太（高　瀬） 高木　怜眞（高　瀬）

大橋　怜斗（富岡南）

吉田　拓弥（富岡東）

森田　涼葉（富岡南）

石井　公健（富岡東）

木暮　全志（富岡東）

西城　　遥（富岡南）

　
こ
の
度
、
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
プ
ラ
ン

様
（
群
馬
県
前
橋
市
元
総
社
町
）
よ
り

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
事

業
」
に
対
し
、
ご
寄
附
を
賜
り
、
下
仁
田

町
と
「
地
方
創
生
応
援
税
制
等
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
期
間

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
の
３

カ
年
と
し
、
継
続
し
た
ご
支
援
を
賜
る
協

定
を
締
結
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
8
月
29
日
（
火
）
に
役
場
に

て
協
定
調
印
式
を
開
催
し
、
株
式
会
社
プ

ラ
イ
ム
プ
ラ
ン
　
代
表
取
締
役
　
伊
勢
　

光
一
様
　
他
2
名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

原
町
長
と
共
に
協
定
書
に
署
名
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

●
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　
町
は
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
町
内
金
融

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
対
象
学
生
が
卒

業
後
町
へ
定
住
す
れ
ば
奨
学
ロ
ー
ン
相
当

額
を
補
助
す
る
奨
学
金
制
度
「
ね
ぎ
と
こ

ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
プ
ラ
ン
様
と

地
方
創
生
応
援
税
制（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）

等
に
関
す
る
協
定
締
結

　
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
平
成
29
年
３
月

に
内
閣
府
か
ら
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
認
定
を
受
け
、

専
門
基
金
を
原
資
に
運
営
を
し
て
い
ま

す
。
奨
学
金
制
度
を
健
全
に
運
営
し
て
い

く
た
め
、
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨

学
金
事
業
に
賛
同
の
上
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
制
度
を
利
用
し
て
応
援
を
し
て

い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町の話題町の話題
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昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た

小・中
学
生
の
作
品
を
、数
回
に
分
け

て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を

ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つ
い
て
、も
う
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、平
成
28

年
度
の
も
の
で
す
。

　
僕
は
、初
め
て
国
語
辞
典
を
読
ん
だ

時
、と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。何

百
ペ
ー
ジ
も
あ
る
一
枚
一
枚
の
ペ
ー
ジ
の

中
に
数
え
切
れ
な
い
よ
う
な
数
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
に
は
、「
あ

り
が
と
う
」や「
優
し
い
」、「
す
ご
い
」

な
ど
の
良
い
言
葉
も
あ
れ
ば
、「
バ
カ
」

や「
ア
ホ
」な
ど
の
悪
い
言
葉
も
あ
り

ま
し
た
。

　
僕
は
、こ
ん
な
に
も
色
々
な
言
葉
を

誰
が
作
っ
た
の
か
、ず
っ
と
前
か
ら
知

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。言
葉
は

た
っ
た
一つ
で
、相
手
を
喜
ば
せ
た
り
、

傷
つ
け
た
り
し
ま
す
。ま
た
、言
葉
が

き
っ
か
け
で
相
手
の
人
が
ひ
ど
く
傷
つ

く
と
、自
分
の
周
り
か
ら
の
信
頼
や
友

情
を
失
い
、一人
も
友
達
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う

な
っ
て
嬉
し
く
な
る
人
は
い
な
い
と
思

い
ま
す
。少
な
く
と
も
、僕
は
友
達
が

い
な
く
な
っ
て
嬉
し
く
は
な
り
ま
せ

ん
。良
い
言
葉
を
使
っ
て
い
る
う
ち
は

よ
い
で
す
が
、悪
い
言
葉
を
使
う
こ
と

は
と
て
も
よ
く
な
い
こ
と
で
す
。

　
自
分
と
し
て
は
本
気
で
言
っ
た
つ
も

り
が
な
く
て
も
、つ
い
さ
ら
っ
と
ひ
ど
い

こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
り
も
し
ま

す
。本
気
で
な
く
て
も
、ひ
ど
い
こ
と

を
言
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、一秒
で
も
速
く

素
直
に
謝
る
言
葉
、「
ご
め
ん
な
さ
い
」

を
使
っ
て
、自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
言

葉
を
通
し
て
、自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
れ
ば
、失
い
か
け
た
友
情
を
取
り
も

ど
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、言
葉
に
す
る
前

に
、相
手
が
傷
つ
い
て
し
ま
う
言
葉
か

ど
う
か
確
認
を
し
て
、改
め
て
口
に
出

す
こ
と
が
良
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　
言
葉
の
良
さ
と
恐
さ
を
踏
ま
え
て
、

大
切
な
友
達
や
仲
間
の
信
頼
を
失
っ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、十
分
注
意
し

な
が
ら
過
ご
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
自
分
と
友
達
の
関
係
の
中
で
大
切

な
こ
と
は
、ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
、家
族

の
中
で
も
同
じ
よ
う
に
大
切
で
す
。言

葉
の
意
味
や
言
葉
の
力
を
わ
か
り
合

い
、そ
の
言
葉
を
聞
い
て
ど
の
よ
う
に

思
う
か
、ど
の
よ
う
に
自
分
の
言
葉
を

相
手
が
感
じ
る
か
な
ど
を
考
え
て
過

ご
す
こ
と
が
、周
り
の
人
た
ち
と
の
良

い
関
係
作
り
に
つ
な
が
って
い
く
と
、僕

は
思
い
ま
す
。

　
今
い
る
大
切
な
友
達
、親
友
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、ど
う
な
る
か
は
、よ
く

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、想
像
は
つ
き
ま

す
。想
像
が
で
き
る
か
ら
、僕
は
親
友

を
失
い
た
く
な
い
。つ
く
づ
く
そ
う
思

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、言
葉
の
意
味
を
よ
く

考
え
て
、楽
し
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、今
年
の
夏
、群
馬
子
ど
も

代
表
団
の一
員
と
し
て
、八
月
四
、五
、

六
日
で
、広
島
に
行
き
ま
し
た
。そ
し

て
、平
和
記
念
公
園
で
行
わ
れ
た
慰

霊
祭
の
式
典
へ
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
、子
ど
も
慰
霊
祭
へ

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、そ
こ
で
、群

馬
子
ど
も
代
表
団
の
み
ん
な
の
気
持

ち
が
こ
も
っ
た
千
羽
づ
る
な
ど
を
わ
た

し
ま
し
た
。

　「
平
和
と
は
何
か
」「
原
爆
と
は
何

か
」「
人
権
と
は
何
か
」、あ
ま
り
考
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。原
爆

が
投
下
さ
れ
た
八
月
十
五
日
に
、も
く

と
う
を
し
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
軍
に

よ
っ
て
落
と
さ
れ
た
、た
っ
た
一
発
の
爆

弾
で
広
島
市
の
人
口
三
十
五
万
人
の

う
ち
、十
六
万
人
く
ら
い
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
、広
島
の
町
が
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
人
が
、そ

れ
ぞ
れ
、夢
や
希
望
を
持
っ
て
い
た
で

し
ょ
う
。

　
広
島
に
行
き
、ぼ
く
は
、戦
争
の
ひ

さ
ん
さ
、お
そ
ろ
し
さ
、そ
し
て
、今
な

お
、被
爆
者
が
差
別
を
受
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
広
島
の
人
た
ち
の
中
に
は
、被
爆
二

世
、三
世
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。被
爆
者
が
赤
ち
ゃ
ん
を

産
ん
だ
場
合
、奇
形
児
、知
的
障
害
児

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
た

め
、二
世
と
呼
ば
れ
る
人
の
中
に
は
、

間
接
的
に
被
爆
し
て
い
る
か
ら
と
い
う

理
由
で
、結
婚
相
手
の
親
た
ち
か
ら

「
あ
な
た
は
子
ど
も
を
産
ま
な
い
で
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
知
っ
て
、

ぼ
く
は
、ち
ょっ
と
シ
ョッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。

　
ま
た
、被
爆
者
た
ち
は
、み
ん
な
手

帳
を
持
っ
て
い
て
、医
療
費
免
除
な
ど

を
受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、手
帳
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
か
く
し
て
い
る
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
そ
う
で
す
。差

別
さ
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
、被
爆
者

で
あ
る
こ
と
を
か
く
し
た
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
。こ
の
こ
と
か
ら
も
、

差
別
さ
れ
る
こ
と
の
ひ
ど
さ
や
つ
ら
さ

が
わ
か
る
気
が
し
ま
す
。

　
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
七
十
年
以

上
が
た
つ
今
で
さ
え
、被
爆
二
世
、三

世
と
い
う
被
爆
差
別
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、そ
の
人
の
人
権
そ
の
も
の
を

け
な
し
、傷
つ
け
て
い
る
、大
き
な
人
権

問
題
が
今
も
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。こ
れ
は
、こ
の
先
、必
ず
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　
群
馬
子
ど
も
代
表
団
と
し
て
広
島

へ
行
け
た
こ
と
は
、ぼ
く
に
と
って
と
て

も
よ
い
経
験
で
、か
け
が
え
の
な
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
戦
争
の
な
い
世
の
中
に
す
る
た
め

に
、こ
れ
か
ら
は
、「
平
和
と
は
何
か
。」

そ
れ
を
い
つ
も
考
え
、戦
争
の
ひ
さ
ん

さ
、お
そ
ろ
し
さ
、体
験
談
な
ど
、教
え

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
、こ
の
先
、た
く
さ

ん
の
人
に
伝
え
る
努
力
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
が
、平
和
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
。
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と
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権

下
仁
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の
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昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た

小・中
学
生
の
作
品
を
、数
回
に
分
け

て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を

ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つ
い
て
、も
う
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、平
成
28

年
度
の
も
の
で
す
。

　
僕
は
、初
め
て
国
語
辞
典
を
読
ん
だ

時
、と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。何

百
ペ
ー
ジ
も
あ
る
一
枚
一
枚
の
ペ
ー
ジ
の

中
に
数
え
切
れ
な
い
よ
う
な
数
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
に
は
、「
あ

り
が
と
う
」や「
優
し
い
」、「
す
ご
い
」

な
ど
の
良
い
言
葉
も
あ
れ
ば
、「
バ
カ
」

や「
ア
ホ
」な
ど
の
悪
い
言
葉
も
あ
り

ま
し
た
。

　
僕
は
、こ
ん
な
に
も
色
々
な
言
葉
を

誰
が
作
っ
た
の
か
、ず
っ
と
前
か
ら
知

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。言
葉
は

た
っ
た
一つ
で
、相
手
を
喜
ば
せ
た
り
、

傷
つ
け
た
り
し
ま
す
。ま
た
、言
葉
が

き
っ
か
け
で
相
手
の
人
が
ひ
ど
く
傷
つ

く
と
、自
分
の
周
り
か
ら
の
信
頼
や
友

情
を
失
い
、一人
も
友
達
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う

な
っ
て
嬉
し
く
な
る
人
は
い
な
い
と
思

い
ま
す
。少
な
く
と
も
、僕
は
友
達
が

い
な
く
な
っ
て
嬉
し
く
は
な
り
ま
せ

ん
。良
い
言
葉
を
使
っ
て
い
る
う
ち
は

よ
い
で
す
が
、悪
い
言
葉
を
使
う
こ
と

は
と
て
も
よ
く
な
い
こ
と
で
す
。

　
自
分
と
し
て
は
本
気
で
言
っ
た
つ
も

り
が
な
く
て
も
、つ
い
さ
ら
っ
と
ひ
ど
い

こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
り
も
し
ま

す
。本
気
で
な
く
て
も
、ひ
ど
い
こ
と

を
言
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、一秒
で
も
速
く

素
直
に
謝
る
言
葉
、「
ご
め
ん
な
さ
い
」

を
使
っ
て
、自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
言

葉
を
通
し
て
、自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
れ
ば
、失
い
か
け
た
友
情
を
取
り
も

ど
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、言
葉
に
す
る
前

に
、相
手
が
傷
つ
い
て
し
ま
う
言
葉
か

ど
う
か
確
認
を
し
て
、改
め
て
口
に
出

す
こ
と
が
良
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　
言
葉
の
良
さ
と
恐
さ
を
踏
ま
え
て
、

大
切
な
友
達
や
仲
間
の
信
頼
を
失
っ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、十
分
注
意
し

な
が
ら
過
ご
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
自
分
と
友
達
の
関
係
の
中
で
大
切

な
こ
と
は
、ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
、家
族

の
中
で
も
同
じ
よ
う
に
大
切
で
す
。言

葉
の
意
味
や
言
葉
の
力
を
わ
か
り
合

い
、そ
の
言
葉
を
聞
い
て
ど
の
よ
う
に

思
う
か
、ど
の
よ
う
に
自
分
の
言
葉
を

相
手
が
感
じ
る
か
な
ど
を
考
え
て
過

ご
す
こ
と
が
、周
り
の
人
た
ち
と
の
良

い
関
係
作
り
に
つ
な
が
って
い
く
と
、僕

は
思
い
ま
す
。

　
今
い
る
大
切
な
友
達
、親
友
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、ど
う
な
る
か
は
、よ
く

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、想
像
は
つ
き
ま

す
。想
像
が
で
き
る
か
ら
、僕
は
親
友

を
失
い
た
く
な
い
。つ
く
づ
く
そ
う
思

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、言
葉
の
意
味
を
よ
く

考
え
て
、楽
し
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、今
年
の
夏
、群
馬
子
ど
も

代
表
団
の一
員
と
し
て
、八
月
四
、五
、

六
日
で
、広
島
に
行
き
ま
し
た
。そ
し

て
、平
和
記
念
公
園
で
行
わ
れ
た
慰

霊
祭
の
式
典
へ
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
、子
ど
も
慰
霊
祭
へ

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、そ
こ
で
、群

馬
子
ど
も
代
表
団
の
み
ん
な
の
気
持

ち
が
こ
も
っ
た
千
羽
づ
る
な
ど
を
わ
た

し
ま
し
た
。

　「
平
和
と
は
何
か
」「
原
爆
と
は
何

か
」「
人
権
と
は
何
か
」、あ
ま
り
考
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。原
爆

が
投
下
さ
れ
た
八
月
十
五
日
に
、も
く

と
う
を
し
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
軍
に

よ
っ
て
落
と
さ
れ
た
、た
っ
た
一
発
の
爆

弾
で
広
島
市
の
人
口
三
十
五
万
人
の

う
ち
、十
六
万
人
く
ら
い
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
、広
島
の
町
が
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
人
が
、そ

れ
ぞ
れ
、夢
や
希
望
を
持
っ
て
い
た
で

し
ょ
う
。

　
広
島
に
行
き
、ぼ
く
は
、戦
争
の
ひ

さ
ん
さ
、お
そ
ろ
し
さ
、そ
し
て
、今
な

お
、被
爆
者
が
差
別
を
受
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
広
島
の
人
た
ち
の
中
に
は
、被
爆
二

世
、三
世
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。被
爆
者
が
赤
ち
ゃ
ん
を

産
ん
だ
場
合
、奇
形
児
、知
的
障
害
児

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
た

め
、二
世
と
呼
ば
れ
る
人
の
中
に
は
、

間
接
的
に
被
爆
し
て
い
る
か
ら
と
い
う

理
由
で
、結
婚
相
手
の
親
た
ち
か
ら

「
あ
な
た
は
子
ど
も
を
産
ま
な
い
で
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
知
っ
て
、

ぼ
く
は
、ち
ょっ
と
シ
ョッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。

　
ま
た
、被
爆
者
た
ち
は
、み
ん
な
手

帳
を
持
っ
て
い
て
、医
療
費
免
除
な
ど

を
受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、手
帳
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
か
く
し
て
い
る
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
そ
う
で
す
。差

別
さ
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
、被
爆
者

で
あ
る
こ
と
を
か
く
し
た
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
。こ
の
こ
と
か
ら
も
、

差
別
さ
れ
る
こ
と
の
ひ
ど
さ
や
つ
ら
さ

が
わ
か
る
気
が
し
ま
す
。

　
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
七
十
年
以

上
が
た
つ
今
で
さ
え
、被
爆
二
世
、三

世
と
い
う
被
爆
差
別
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、そ
の
人
の
人
権
そ
の
も
の
を

け
な
し
、傷
つ
け
て
い
る
、大
き
な
人
権

問
題
が
今
も
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。こ
れ
は
、こ
の
先
、必
ず
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　
群
馬
子
ど
も
代
表
団
と
し
て
広
島

へ
行
け
た
こ
と
は
、ぼ
く
に
と
って
と
て

も
よ
い
経
験
で
、か
け
が
え
の
な
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
戦
争
の
な
い
世
の
中
に
す
る
た
め

に
、こ
れ
か
ら
は
、「
平
和
と
は
何
か
。」

そ
れ
を
い
つ
も
考
え
、戦
争
の
ひ
さ
ん

さ
、お
そ
ろ
し
さ
、体
験
談
な
ど
、教
え

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
、こ
の
先
、た
く
さ

ん
の
人
に
伝
え
る
努
力
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
が
、平
和
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
。
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ジ
オ
パ
ー
ク
を
何
か
む
ず
か
し
く

考
え
て
い
ま
す
が
、
ご
く
身
近
に
も

話
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が

ご
存
知
の
し
も
に
た
道
の
駅
の
入
口

に
大
き
な
石
柱
が
あ
り
ま
す
。
石
に

は
し
も
に
た
道
の
駅
と
文
字
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
の
産
地
は
大

桁
山
で
す
。
マ
グ
マ
（
地
下
に
生
じ

る
高
温
で
ド
ロ
ド
ロ
状
態
の
岩
石
を

造
る
物
質
）
が
地
上
近
く
で
冷
え
て

固
ま
る
時
に
出
来
た
岩
石
で
す
。
山

の
斜
面
を
見
ま
す
と
ほ
ぼ
五
角
形
を

し
た
岩
石
が
柱
状
に
多
数
並
ん
で
い

る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
岩
石
が
冷
え

て
固
ま
る
時
に
出
来
た
ひ
び
が
柱
状

に
な
っ
た
も
の
で
す
、
大
桁
山
の
も

の
は
太
さ
が
70
㎝
余
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
山
の
南
側
は
や
さ
し
そ
う
な

姿
を
し
た
山
で
す
が
、
北
側
は
岩
を

切
り
く
ず
し
て
い
る
た
め
に
荒
々
し

い
姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
岩
石

は
、
細
か
く
砕
い
て
セ
メ
ン
ト
の
骨

材
や
敷
石
、
門
柱
、
石
碑
、
飾
り
石

な
ど
そ
の
用
途
は
多
様
で
す
。
今
は

廃
校
と
な
っ
て
仕
舞
い
ま
し
た
が
馬

山
小
学
校
、
西
牧
小
学
校
の
入
口
に

も
門
柱
と
し
て
学
校
名
が
入
っ
た
ま

ま
残
っ
て
い
ま
す
。
馬
山
小
学
校
の

校
舎
は
取
り
壊
さ
れ
て
い
ま
は
写
真

で
見
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
こ
に
馬
山
小
学
校
が
あ
っ
た

証
（
あ
か
し
）
と
し
て
後
の
世
ま
で

残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
栗
山

産
の
石
、
青
倉
産
の
石
等
も
役
場
を

始
め
と
し
て
公
共
施
設
等
や
家
庭
の

庭
石
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

諏
訪
神
社
の
境
内
に
も
み
ら
れ
ま
す

が
、
町
中
の
案
内
の
と
き
に
ジ
オ
の

石
と
し
て
利
用
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
他
庭
石
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
も
の
に
三
波
石
が
あ
り
ま

す
。
上
毛
カ
ル
タ
に
「
三
波
石
と
共

に
名
高
い
冬
桜
」
と
あ
る
よ
う
に
、

昭
和
中
期
以
前
に
は
各
所
で
庭
石
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
下
仁
田
中

学
校
、
廃
校
と
な
っ
た
小
坂
小
学
校

や
下
仁
田
高
校
等
に
も
あ
り
ま
す
。

小
坂
小
学
校
の
も
の
は
二
宮
金
次
郎

像
の
土
台
石
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
の
大
桁
山
の
岩
石
は
安
山
岩
と

い
い
ま
し
て
堅
く
て
緻
密
な
た
め
文

学
碑
等
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
石
の
産
地
は
西
牧
、
小
坂
方

面
に
多
く
み
ら
れ
、
荒
船
風
穴
の
上

部
や
荒
船
山
、
物
語
山
、
妙
義
山
、

矢
川
、
落
沢
等
の
各
所
に
き
れ
い
な

露
頭
が
み
ら
れ
ま
す
。
昭
和
の
半
ば

以
前
に
は
洪
水
の
時
な
ど
に
は
こ
れ

ら
の
場
所
か
ら
原
石
が
大
水
に
流
さ

れ
、
石
と
石
と
が
ぶ
っ
つ
か
り
あ
っ

て
丸
く
な
っ
た
り
、
平
た
く
な
っ
た

り
し
て
大
き
な
も
の
が
河
川
の
各
所

に
流
れ
着
い
て
い
ま
し
た
。
今
の
川

原
と
は
異
な
り
、
大
き
な
石
が
重
な

り
あ
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
私
の
父

は
洪
水
の
あ
と
川
に
い
っ
て
は
碑
に

な
る
よ
う
な
適
当
な
石
を
見
つ
け
て

い
ま
し
た
。
島
崎
藤
村
、
村
上
鬼

城
、
池
内
た
け
し
、
小
杉
放
庵
等
の

文
学
碑
は
み
な
安
山
岩
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
各
地
を
ガ
イ
ド
す
る
場
合

に
そ
の
土
地
の
歴
史
や
文
学
、
地
形

ジ
オ
の
石

里
見
哲
夫

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り
第
26
号

や
岩
石
等
も
入
れ
る
と
親
し
み
安
い

話
と
な
り
ま
す
。
貴
重
な
地
質
資
源

と
い
っ
て
こ
れ
に
か
た
よ
っ
た
話
で

は
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
と
も

分
か
り
や
す
い
、
親
し
み
が
湧
く
よ

う
な
説
明
と
な
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
短
歌
に
な
る
か
ど
う
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
一
首
つ
く
っ
て
み
ま
し

た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
身
近
な
素
材
見
出
し
て

楽
し
さ
加
え
活
性
図
る
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
企
画
展
「
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
の
海
と
マ
グ
マ
の
誕
生
―
四
ッ

又
山
、
1
億
年
前
の
姿
―
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
四
ッ
又
山
の
登
山
ル
ー
ト
の
中

に
あ
る
ジ
オ
の
見
ど
こ
ろ
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

【
会
期
】
10
月
1
日
〜

【
開
館
時
間
】
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

　
下
仁
田
町
の
中
心
部
は
河
岸
段
丘
と
い

う
地
形
の
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
形
の

特
徴
を
観
察
し
た
り
、
中
心
部
か
ら
よ
く

見
え
る
ク
リ
ッ
ペ
の
山
々
の
説
明
を
し
な

が
ら
歩
き
ま
す
。
下
仁
田
の
大
地
の
生
い

立
ち
と
人
々
の
か
か
わ
り
を
さ
ぐ
る
ハ
イ

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】
11
月
3
日
（
金
・
祝
）

【
集
合
】
午
前
9
時
　
上
信
電
鉄
下
仁
田

駅
前

【
解
散
】
正
午
ご
ろ
　
下
仁
田
駅
前

【
申
し
込
み
方
法
】
平
成
29
年
11
月
2
日

ま
で
に
下
仁
田
町
自
然
史
館
（
☎
70
―

3
0
7
0
）
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
8
月
5
日
（
土
）
・
6
日
（
日
）
「
夏

の
子
ど
も
ジ
オ
パ
ー
ク
探
検
教
室

2
0
1
7
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
日
は

川
崎
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
、
総
勢
80
人
参
加
の
探
検
隊
と
な
り

ま
し
た
。
南
牧
川
で
生
き
物
探
し
、
夜
の

セ
ミ
の
羽
化
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
発
光
な

ど
を
観
察
し
ま
し
た
。
　

　
翌
日
は
、
山
の
探
検
。
根
な
し
山
の
一

つ
ふ
じ
山
に
登
り
ま
し
た
。
早
朝
の
雨
で

実
施
が
危
ぶ
ま
れ
た
も
の
の
、
出
発
時
に

は
雨
が
止
み
、
途
中
ぬ
か
る
ん
だ
と
こ
ろ

も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
全
員
が
登
頂

で
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
下
仁
田
の
す

●
ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
　
10
月
は
“
青
倉

す
べ
り
面
”
で
す
！

　
町
を
代
表
す
る
ジ
オ
サ
イ
ト
を
保
全
す
る

た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
　時
　
10
月
20
日
（
金
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
　合
　
自
然
史
館

●
清
掃
場
所
　
青
倉
す
べ
り
面

●
持
ち
物
　
軍
手
、
作
業
し
や
す
い
服

装
・
長
靴

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度
の

ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

第
一回
企
画
展
開
催

第
一回
企
画
展
開
催

大
地
の
歴
史
散
歩

「
下
仁
田・ま
ち
な
か
の
大
地

と
歴
史
を
さ
ぐ
る
」

大
地
の
歴
史
散
歩

「
下
仁
田・ま
ち
な
か
の
大
地

と
歴
史
を
さ
ぐ
る
」

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

お
知
ら
せ

夏
の
子
ど
も
ジ
オ
パ
ー
ク

探
検
教
室
２
０
１
７
開
催

夏
の
子
ど
も
ジ
オ
パ
ー
ク

探
検
教
室
２
０
１
７
開
催

工
作
を
し
な
が
ら

ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
ぶ

工
作
を
し
な
が
ら

ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
ぶ

行
事
予
定

行
事
報
告

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

ば
ら
し
い
自
然

の
中
で
新
し
い

友
達
を
つ
く

り
、
楽
し
い
夏

の
思
い
出
が
で

き
た
よ
う
で
し

た
。

　
8
月
9
日
に
公
民
館
で
「
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ
う
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
講
座
で
は
、
砂
を
使
っ
た

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
な
が
ら
、
砂
の
種

類
や
砂
粒
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
学
び
ま

す
。
参
加
者
は
砂
を
ふ
る
っ
て
、
砂
粒
の

大
き
さ
を
確
か
め
な
が
ら
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
後
は

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
使
っ
た
地
層

の
観
察
の
し
か

た
や
、
地
層
の

で
き
方
の
実
験

も
行
い
、
参
加

者
も
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

ジオ情報ジオ情報ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより
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を
何
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む
ず
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し
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え
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い
ま
す
が
、
ご
く
身
近
に
も

話
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が

ご
存
知
の
し
も
に
た
道
の
駅
の
入
口

に
大
き
な
石
柱
が
あ
り
ま
す
。
石
に

は
し
も
に
た
道
の
駅
と
文
字
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
の
産
地
は
大

桁
山
で
す
。
マ
グ
マ
（
地
下
に
生
じ

る
高
温
で
ド
ロ
ド
ロ
状
態
の
岩
石
を

造
る
物
質
）
が
地
上
近
く
で
冷
え
て

固
ま
る
時
に
出
来
た
岩
石
で
す
。
山

の
斜
面
を
見
ま
す
と
ほ
ぼ
五
角
形
を

し
た
岩
石
が
柱
状
に
多
数
並
ん
で
い

る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
岩
石
が
冷
え

て
固
ま
る
時
に
出
来
た
ひ
び
が
柱
状

に
な
っ
た
も
の
で
す
、
大
桁
山
の
も

の
は
太
さ
が
70
㎝
余
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
山
の
南
側
は
や
さ
し
そ
う
な

姿
を
し
た
山
で
す
が
、
北
側
は
岩
を

切
り
く
ず
し
て
い
る
た
め
に
荒
々
し

い
姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
岩
石

は
、
細
か
く
砕
い
て
セ
メ
ン
ト
の
骨

材
や
敷
石
、
門
柱
、
石
碑
、
飾
り
石

な
ど
そ
の
用
途
は
多
様
で
す
。
今
は

廃
校
と
な
っ
て
仕
舞
い
ま
し
た
が
馬

山
小
学
校
、
西
牧
小
学
校
の
入
口
に

も
門
柱
と
し
て
学
校
名
が
入
っ
た
ま

ま
残
っ
て
い
ま
す
。
馬
山
小
学
校
の

校
舎
は
取
り
壊
さ
れ
て
い
ま
は
写
真

で
見
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
こ
に
馬
山
小
学
校
が
あ
っ
た

証
（
あ
か
し
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と
し
て
後
の
世
ま
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残
る
こ
と
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し
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ま
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、
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山

産
の
石
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青
倉
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の
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等
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共
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等
や
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の

庭
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と
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も
使
わ
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て
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ま
す
。
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神
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の
境
内
に
も
み
ら
れ
ま
す

が
、
町
中
の
案
内
の
と
き
に
ジ
オ
の

石
と
し
て
利
用
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
他
庭
石
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
も
の
に
三
波
石
が
あ
り
ま

す
。
上
毛
カ
ル
タ
に
「
三
波
石
と
共

に
名
高
い
冬
桜
」
と
あ
る
よ
う
に
、

昭
和
中
期
以
前
に
は
各
所
で
庭
石
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
下
仁
田
中

学
校
、
廃
校
と
な
っ
た
小
坂
小
学
校

や
下
仁
田
高
校
等
に
も
あ
り
ま
す
。

小
坂
小
学
校
の
も
の
は
二
宮
金
次
郎

像
の
土
台
石
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
の
大
桁
山
の
岩
石
は
安
山
岩
と

い
い
ま
し
て
堅
く
て
緻
密
な
た
め
文

学
碑
等
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
石
の
産
地
は
西
牧
、
小
坂
方

面
に
多
く
み
ら
れ
、
荒
船
風
穴
の
上

部
や
荒
船
山
、
物
語
山
、
妙
義
山
、

矢
川
、
落
沢
等
の
各
所
に
き
れ
い
な

露
頭
が
み
ら
れ
ま
す
。
昭
和
の
半
ば

以
前
に
は
洪
水
の
時
な
ど
に
は
こ
れ

ら
の
場
所
か
ら
原
石
が
大
水
に
流
さ

れ
、
石
と
石
と
が
ぶ
っ
つ
か
り
あ
っ

て
丸
く
な
っ
た
り
、
平
た
く
な
っ
た

り
し
て
大
き
な
も
の
が
河
川
の
各
所

に
流
れ
着
い
て
い
ま
し
た
。
今
の
川

原
と
は
異
な
り
、
大
き
な
石
が
重
な

り
あ
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
私
の
父

は
洪
水
の
あ
と
川
に
い
っ
て
は
碑
に

な
る
よ
う
な
適
当
な
石
を
見
つ
け
て

い
ま
し
た
。
島
崎
藤
村
、
村
上
鬼

城
、
池
内
た
け
し
、
小
杉
放
庵
等
の

文
学
碑
は
み
な
安
山
岩
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
各
地
を
ガ
イ
ド
す
る
場
合

に
そ
の
土
地
の
歴
史
や
文
学
、
地
形

ジ
オ
の
石

里
見
哲
夫

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り
第
26
号

や
岩
石
等
も
入
れ
る
と
親
し
み
安
い

話
と
な
り
ま
す
。
貴
重
な
地
質
資
源

と
い
っ
て
こ
れ
に
か
た
よ
っ
た
話
で

は
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
と
も

分
か
り
や
す
い
、
親
し
み
が
湧
く
よ

う
な
説
明
と
な
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
短
歌
に
な
る
か
ど
う
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
一
首
つ
く
っ
て
み
ま
し

た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
身
近
な
素
材
見
出
し
て

楽
し
さ
加
え
活
性
図
る

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
企
画
展
「
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
の
海
と
マ
グ
マ
の
誕
生
―
四
ッ

又
山
、
1
億
年
前
の
姿
―
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
四
ッ
又
山
の
登
山
ル
ー
ト
の
中

に
あ
る
ジ
オ
の
見
ど
こ
ろ
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

【
会
期
】
10
月
1
日
〜

【
開
館
時
間
】
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

　
下
仁
田
町
の
中
心
部
は
河
岸
段
丘
と
い

う
地
形
の
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
形
の

特
徴
を
観
察
し
た
り
、
中
心
部
か
ら
よ
く

見
え
る
ク
リ
ッ
ペ
の
山
々
の
説
明
を
し
な

が
ら
歩
き
ま
す
。
下
仁
田
の
大
地
の
生
い

立
ち
と
人
々
の
か
か
わ
り
を
さ
ぐ
る
ハ
イ

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】
11
月
3
日
（
金
・
祝
）

【
集
合
】
午
前
9
時
　
上
信
電
鉄
下
仁
田

駅
前

【
解
散
】
正
午
ご
ろ
　
下
仁
田
駅
前

【
申
し
込
み
方
法
】
平
成
29
年
11
月
2
日

ま
で
に
下
仁
田
町
自
然
史
館
（
☎
70
―

3
0
7
0
）
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
8
月
5
日
（
土
）
・
6
日
（
日
）
「
夏

の
子
ど
も
ジ
オ
パ
ー
ク
探
検
教
室

2
0
1
7
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
日
は

川
崎
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
、
総
勢
80
人
参
加
の
探
検
隊
と
な
り

ま
し
た
。
南
牧
川
で
生
き
物
探
し
、
夜
の

セ
ミ
の
羽
化
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
発
光
な

ど
を
観
察
し
ま
し
た
。
　

　
翌
日
は
、
山
の
探
検
。
根
な
し
山
の
一

つ
ふ
じ
山
に
登
り
ま
し
た
。
早
朝
の
雨
で

実
施
が
危
ぶ
ま
れ
た
も
の
の
、
出
発
時
に

は
雨
が
止
み
、
途
中
ぬ
か
る
ん
だ
と
こ
ろ

も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
全
員
が
登
頂

で
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
下
仁
田
の
す

●
ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
　
10
月
は
“
青
倉

す
べ
り
面
”
で
す
！

　
町
を
代
表
す
る
ジ
オ
サ
イ
ト
を
保
全
す
る

た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
　時
　
10
月
20
日
（
金
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
　合
　
自
然
史
館

●
清
掃
場
所
　
青
倉
す
べ
り
面

●
持
ち
物
　
軍
手
、
作
業
し
や
す
い
服

装
・
長
靴

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度
の

ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

第
一回
企
画
展
開
催

第
一回
企
画
展
開
催

大
地
の
歴
史
散
歩

「
下
仁
田・ま
ち
な
か
の
大
地

と
歴
史
を
さ
ぐ
る
」

大
地
の
歴
史
散
歩

「
下
仁
田・ま
ち
な
か
の
大
地

と
歴
史
を
さ
ぐ
る
」

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

お
知
ら
せ

夏
の
子
ど
も
ジ
オ
パ
ー
ク

探
検
教
室
２
０
１
７
開
催

夏
の
子
ど
も
ジ
オ
パ
ー
ク

探
検
教
室
２
０
１
７
開
催

工
作
を
し
な
が
ら

ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
ぶ

工
作
を
し
な
が
ら

ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
ぶ

行
事
予
定

行
事
報
告

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

ば
ら
し
い
自
然

の
中
で
新
し
い

友
達
を
つ
く

り
、
楽
し
い
夏

の
思
い
出
が
で

き
た
よ
う
で
し

た
。

　
8
月
9
日
に
公
民
館
で
「
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ
う
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
講
座
で
は
、
砂
を
使
っ
た

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
な
が
ら
、
砂
の
種

類
や
砂
粒
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
学
び
ま

す
。
参
加
者
は
砂
を
ふ
る
っ
て
、
砂
粒
の

大
き
さ
を
確
か
め
な
が
ら
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
後
は

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
使
っ
た
地
層

の
観
察
の
し
か

た
や
、
地
層
の

で
き
方
の
実
験

も
行
い
、
参
加

者
も
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

ジオ情報ジオ情報ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより
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●
開
催
日
時
　
11
月
５
日
（
日
）

※

雨
天
中
止

今
回
は
登
山
道
を
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。

●
募
集

荒
船
山
（
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
登
山
）
コ
ー
ス

《
約
６
時
間
》
　
定
員
40
名

◯
内
山
峠
登
山
口
か
ら
荒
船
山
ま
で
、

コ
ー
ス
を
荒
船
山
岳
会
が
ご
案
内
し
ま

す
。

◯
ス
タ
ー
ト
　
午
前
８
時

ゴ
ー
ル
　
午
後
２
時
（
予
定
）

◯
神
津
牧
場
駐
車
場
↓
内
山
峠
登
山
口
↓

と
も
岩
（
昼
食
）
↓
希
望
者
の
み
経
塚
山

↓
内
山
峠
登
山
口
↓
神
津
牧
場
（
↓
荒
船

風
穴
等
）

物
見
山
（
軽
登
山
）
コ
ー
ス

《
約
３
時
間
》
　
定
員
30
名

◯
神
津
牧
場
か
ら
物
見
山
ま
で
グ
ル
ッ
と

巡
る
コ
ー
ス
を
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

が
ご
案
内
し
ま
す
。

◯
ス
タ
ー
ト
　
午
前
９
時

ゴ
ー
ル
　
午
後
12
時
（
予
定
）

◯
神
津
牧
場
↓
物
見
山
↓
神
津
牧
場
（
昼

食
）
（
↓
荒
船
風
穴
等
）

※

コ
ー
ス
上
で
は
、
昼
食
時
間
を
取
り
ま

せ
ん
。

●
参
加
者
特
典

・
荒
船
風
穴
見
学
当
日
無
料

・
荒
船
の
湯
当
日
無
料

・
神
津
牧
場
乳
製
品
等
割
引
券

・
い
っ
て
ん
べ
ー
祭
割
引
券

●
応
募
期
間
　
10
月
２
日
（
月
）
〜
10
月

16
日
（
月
）
（
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

●
参
加
費
　
５
０
０
円
／
１
人

当
日
受
付
に
て
集
金

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

「
荒
船
風
穴
ハ
イ
キ
ン
グ
事
務
局
」

☎
０
２
７
４―

82―

２
１
１
５

℻
０
２
７
４―

82―

５
７
６
６

Ｅ―

ｍ
ａ
ｉ
ｌ

gakushu@
tow

n.shim
onita.lg.jp

荒
船
風
穴
世
界
遺
産
登
録
記
念
事
業

荒
船
風
穴
ハ
イ
キ
ン
グ

イベント情報イベント情報
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催
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（
日
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今
回
は
登
山
道
を
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く
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ー
ス
で
す
。
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募
集

荒
船
山
（
ト
レ
ッ
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ン
グ
登
山
）
コ
ー
ス

《
約
６
時
間
》
　
定
員
40
名

◯
内
山
峠
登
山
口
か
ら
荒
船
山
ま
で
、

コ
ー
ス
を
荒
船
山
岳
会
が
ご
案
内
し
ま

す
。

◯
ス
タ
ー
ト
　
午
前
８
時

ゴ
ー
ル
　
午
後
２
時
（
予
定
）

◯
神
津
牧
場
駐
車
場
↓
内
山
峠
登
山
口
↓

と
も
岩
（
昼
食
）
↓
希
望
者
の
み
経
塚
山

↓
内
山
峠
登
山
口
↓
神
津
牧
場
（
↓
荒
船

風
穴
等
）

物
見
山
（
軽
登
山
）
コ
ー
ス

《
約
３
時
間
》
　
定
員
30
名

◯
神
津
牧
場
か
ら
物
見
山
ま
で
グ
ル
ッ
と

巡
る
コ
ー
ス
を
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

が
ご
案
内
し
ま
す
。

◯
ス
タ
ー
ト
　
午
前
９
時

ゴ
ー
ル
　
午
後
12
時
（
予
定
）

◯
神
津
牧
場
↓
物
見
山
↓
神
津
牧
場
（
昼

食
）
（
↓
荒
船
風
穴
等
）

※

コ
ー
ス
上
で
は
、
昼
食
時
間
を
取
り
ま

せ
ん
。

●
参
加
者
特
典

・
荒
船
風
穴
見
学
当
日
無
料

・
荒
船
の
湯
当
日
無
料

・
神
津
牧
場
乳
製
品
等
割
引
券

・
い
っ
て
ん
べ
ー
祭
割
引
券

●
応
募
期
間
　
10
月
２
日
（
月
）
〜
10
月

16
日
（
月
）
（
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

●
参
加
費
　
５
０
０
円
／
１
人

当
日
受
付
に
て
集
金

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
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係
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荒
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風
穴
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０
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１
１
５
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０
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７
４―

82―

５
７
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６
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ａ
ｉ
ｌ
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登
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穴
ハ
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
河
鹿
鳴
く
去
年
の
大
荒
れ
無
き
如
く

　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
久
し
く
を
侘
び
て
拝
す
や
蝉
の
経

　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
さ
っ
く
り
と
秋
茄
子
の
み
の
白
さ
か
な
（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
草
や
ぶ
の
紅
燃
や
す
蔓
珠
沙
華

　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
盆
回
り
行
く
夏
惜
し
み
せ
み
泣
け
り
ま
た
合
っ
た
ね
と
車
の
り
込
む
（
西

　牧
）

　

  

上
原

　一
正

■
ど
こ
か
ら
か
逝
き
し
夫
の
声
の
し
て
心
佇
む
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ

　
　
　（
馬

　山
）

　

  

山
中

　た
ね

■
も
つ
れ
逢
ふ
朝
顔
の
蔓
間
引
せ
り
今
朝
は
数
増
す
百
花
咲
き
い
る

　（
富

　岡
）

　

  

佐
藤

　政
代

■
十
日
前
子
犬
が
家
族
の
仲
間
入
り
負
け
ず
に
元
気
で
傘
寿
卒
寿
も

　（
南
野
牧
）

　

  

清
水
み
ち
代

こ
ぞ

た
だ
ず

【
草
林
俳
句
会
下
仁
田
支
部
八
月
句
会
】

■
朝
顔
や
彩
の
目
覚
め
る
今
朝
の
空

　　　　　　須
藤
禮
子

■
裏
窓
の
風
を
誘
う
夜
の
秋

　　　　　　　　　　　高
田
ト
ク

■
夏
休
み
庭
に
チ
ョ
ー
ク
の
赤
と
黒

　　　　　　　新
井
笑
子

■
夏
の
風
邪
抜
か
れ
て
し
ま
う
ふ
思
考
力

　　　佐
藤
志
げ
子

■
盆
踊
り
太
鼓
の
名
手
偲
ぶ
宵

　　　　　　青
木
一
郎

■
瓜
刻
む
音
の
食
み
出
す
厨
か
な

　　　　　永
井
ス
ミ
子

■
瀬
の
音
を
舞
い
上
げ
千
の
赤
と
ん
ぼ

　　　吉
田
文
子

■
山
百
合
の
香
り
ゆ
さ
ぶ
る
救
助
ヘ
リ

　　　今
井
陽
子

10月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

10/19（木）
１０：００～１１：００

運動の出来る服装でお出掛け下さい。 動きやすい服装でご参加下さい。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：3０
妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月例より赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール
※保育園・こども園の見学や育児・
　子育て相談、一時保育等の相談
　は、いつでも受付ています。
　ご希望の方は、保育園・こども園
　へお問い合わせください。

■問い合わせ
馬山こども園　８２－２３２３
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下仁田町役場　福祉保険課福祉係
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
自
分
で
書
い
た
漢
字
や
絵
手
紙
、
貼
り

絵
な
ど
を
用
い
た
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
成
し
ま
す
。

　
手
作
り
で
味
わ
い
の
あ
る
作
品
に
挑
戦

し
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

◇
期

　日
　
10
月
25
日
・
11
月
１
日

（
水
）
　
全
２
回
　

◇
時
　間
　 

午
後
１
時
30
分
〜

◇
場
　所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階
　

技
術
伝
承
室
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
対
　象
　 

成
　
人

◇
定
　員
　 

15
名
（
先
着
順
）

◇
講
　師
　
遠
田
　
紀
恵
子
　
先
生
（
下

小
坂
）

◇
材
料
費
　
１
、
５
０
０
円

◇
持
ち
物
　
習
字
セ
ッ
ト
（
筆
・
墨
・
す

ず
り
）
、
絵
の
具
セ
ッ
ト
（
絵
筆
・
絵
の

具
・
パ
レ
ッ
ト
）

◇
申
込
日
　
10
月
２
日
（
月
）
〜
10
月
10

日
（
火
）

◇
問
合
せ
・
申
込
み
　
下
仁
田
町
公
民
館

☎
82―

３
５
３
５

♪
音
楽
芸
能
発
表
会
♪

　
文
化
協
会
各
種
団
体
の
皆
さ
ま
が
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
歌
や

踊
り
、
楽
器
の
演
奏
な
ど
の
多
彩
な
ス

テ
ー
ジ
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

◇
日
時
　10
月
15
日
（
日
）
正
午
（
12
時

開
演
）

◇
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

◇
入
場
　
無
料

　
11
月
11
日
（
土
）
〜
13
日
（
月
）
の
３

日
間
、
文
化
協
会
各
種
団
体
の
皆
さ
ま
が

制
作
し
た
作
品
や
成
人
教
室
の
作
品
等
、

様
々
な
作
品
が
文
化
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ

ま
す
。
見
て
い
る
だ
け
で
心
が
和
む
作
品

や
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
な
時
間
等
は
来
月
の
公
民
館
だ
よ

り
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〜
個
人
作
品
募
集
中
〜

　
文
化
協
会
会
員
の
方
は
、
各
団
体
代
表

者
の
方
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の

他
個
人
で
出
品
さ
れ
る
方
は
、
10
月
20
日

（
金
）
ま
で
に
下
仁
田
町
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
下
仁
田
町

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
出
品
は
ひ

と
り
１
種
目
１
点
ま
で
と
し
ま
す
。

※

今
年
度
の
下
仁
田
町
公
民
館
主
催
の
各

成
人
教
室
で
作
成
し
た
作
品
も
出
品
で
き

ま
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
プ
リ
ン
ト
ア
ー
ト
・
カ
ル
ト
ナ
ー

ジ
ュ
・
ち
り
め
ん
細
工
・
手
作
り
カ
レ
ン

ダ
ー
・
陶
芸
）

　
10
月
27
日
（
金
）
〜
11
月
９
日
（
木
）

は
読
書
週
間
で
す
。
（
文
化
の
日
を
中
心

に
し
た
２
週
間
）
公
民
館
図
書
室
に
は
た

く
さ
ん
の
本
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
本

や
話
題
の
本
、
映
画
・
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た

本
な
ど
、
随
時
新
刊
を
入
荷
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
下
仁
田
町
公
民
館
図
書
室

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
開
館
日
　
月
〜
土
曜
日
（
日
・
祝
祭
日

は
休
み
）

◇
開
館
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時◇
貸
出
対
象
　
下
仁
田
町
在
住
・
在
勤
者

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
教
室
の
ご
案
内

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
教
室
の
ご
案
内

町
民
文
化
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

町
民
文
化
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

作
品
展
示
会

作
品
展
示
会

本
を
読
も
う
！

〜
読
書
週
間
で
す
〜

本
を
読
も
う
！

〜
読
書
週
間
で
す
〜

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
町の文芸町の文芸

平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い 公民館だより公民館だより
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■
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逝
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し
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し
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佇
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山
中
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ね
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逢
ふ
朝
顔
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引
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今
朝
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増
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咲
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い
る
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佐
藤
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代
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十
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前
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仲
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南
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清
水
み
ち
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こ
ぞ

た
だ
ず

【
草
林
俳
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会
下
仁
田
支
部
八
月
句
会
】
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朝
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踊
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子

10月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

10/19（木）
１０：００～１１：００

運動の出来る服装でお出掛け下さい。 動きやすい服装でご参加下さい。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：3０
妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月例より赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール
※保育園・こども園の見学や育児・
　子育て相談、一時保育等の相談
　は、いつでも受付ています。
　ご希望の方は、保育園・こども園
　へお問い合わせください。

■問い合わせ
馬山こども園　８２－２３２３
青倉保育園　８２－２５４９
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（
日
・
祝
祭
日

は
休
み
）

◇
開
館
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時◇
貸
出
対
象
　
下
仁
田
町
在
住
・
在
勤
者

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
教
室
の
ご
案
内

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
教
室
の
ご
案
内

町
民
文
化
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

町
民
文
化
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

作
品
展
示
会

作
品
展
示
会

本
を
読
も
う
！

〜
読
書
週
間
で
す
〜

本
を
読
も
う
！

〜
読
書
週
間
で
す
〜

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
町の文芸町の文芸

平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い 公民館だより公民館だより
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

　ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低
価
格
な

の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新
薬
と
同
じ
と

認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で

す
。
新
薬
に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代

を
節
約
で
き
ま
す
。

　自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、
医
師

や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
ご
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

は
、
国
保
係
の
窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま

す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
て

も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い
場
合
や
取
扱

い
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

福
祉
保
険
課

　国
保
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

【
保
険
証
の
到
着
確
認
に
つ
い
て
】

 

9
月
下
旬
に
、
加
入
者
個
人
毎
の
保
険

証
を
世
帯
主
宛
に
、
う
す
茶
色
の
窓
あ
き

封
筒
に
入
れ
、
普
通
郵
便
で
発
送
し
ま
し

た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の
更
新
は
、

毎
年
10
月
に
1
回
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
の
保
険
証
は
、
台
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ

た
、
う
す
青
色
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
お

使
い
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
29

年
9
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
10
月

1
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
10

月
1
日
以
降
、
ご
自
身
で
裁
断
す
る
な
ど

し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
国
保
税
の
滞
納
が
あ
る
方
に

は
、
納
税
相
談
を
受
け
て
か
ら
の
引
き
渡

し
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
に
つ
い
て
】

　移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓
器
を

死
亡
し
た
後
に
提
供
す
る
意
思
の
有
無

を
、
被
保
険
者
証
の
裏
側
に
記
載
で
き
る

意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。　な

お
、
臓
器
提
供
の
意
思
を
記
入
す
る

こ
と
は
あ
く
ま
で
も
任
意
で
す
の
で
、
必

ず
し
も
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
保
険
課
国
保
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

　空
き
家
は
、
所
有
者
や
相
続
人
が
責
任

を
も
ち
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　町

で
は
老
朽
し
た
空
き
家
の
取
壊
し
費

用
に
対
し
、
条
件
が
整
え
ば
最
大
20
万
円

の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
町
内
に
老
朽
し
た
空
き
家
を
お
持
ち

の
方
は
保
健
環
境
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。　空

き
家
の
放
置
が
原
因
で
事
故
が
お
き

た
場
合
、
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　保
健
環
境
課

　環
境
係

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

　最
近
、
ゴ
ミ
を
収
集
し
た
後
に
出
す
・

収
集
物
で
な
い
も
の
を
出
す
等
の
ル
ー
ル

違
反
の
ゴ
ミ
の
排
出
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
き
ち
ん
と
ゴ
ミ
を

出
し
て
下
さ
い
。

■
収
集
日
当
日
の
朝
8
時
30
分
ま
で
に
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
下
さ
い
。

■
収
集
日
で
な
い
日
に
ゴ
ミ
や
資
源
物
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
き
ち
ん
と
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・
資
源

ゴ
ミ
（
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

は
、
指
定
ご
み
袋
（
名
前
を
記
入
）
を

使
っ
て
出
し
て
下
さ
い
。

注
意
：
ル
ー
ル
違
反
の
ゴ
ミ
は
収
集
で
き

ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

　

☎
64
―
8
8
1
1

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
場
）

☎
82
―
3
1
7
9

　平
成
30
年
度
版
群
馬
県
民
手
帳
が
10
月

28
日
（
土
）
に
販
売
を
開
始
し
ま
す
！

　A
6
ス
リ
ム
（
現
行
）
に
加
え
、
A
5

大
型
サ
イ
ズ
が
新
た
に
加
わ
り
ま
す
。

　色
は
濃
緑
、
赤
、
ベ
ー
ジ
ュ
の
3
色
。

販
売
場
所
　県
内
書
店
、
コ
ン
ビ
ニ
、
群

馬
県
統
計
協
会
、
県
庁
各
売
場

価
格
は
各
売
場
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　群
馬
県
統
計
協
会

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
4
1
2

　警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や
そ
の
ご

家
族
が
一
日
で
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ

る
よ
う
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
情
報
提
供

　刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判
の
過

程
で
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種
機
関
の
相

談
窓
口
等
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
ま

す
。

●
経
済
的
負
担
の
軽
減

　特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を
負
っ
た

場
合
に
は
、
医
療
費
等
の
一
部
に
つ
い
て

警
察
が
支
出
す
る
等
、
被
害
者
等
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

●
精
神
的
負
担
の
軽
減

　安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談
な
ど
が

で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話
を
設

置
す
る
ほ
か
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

●
安
全
の
確
保

　同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害
を
受
け

な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導
や
立
ち
寄
り
警

戒
を
行
う
ほ
か
、
様
々
な
機
材
等
を
活
用

し
て
安
全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

●
犯
罪
被
害
給
付
制
度
及
び
国
外
犯
罪
被

害
弔
慰
金
等
支
給
制
度

　故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、
負

傷
又
は
疾
病
が
生
じ
た
場
合
及
び
日
本
国

外
に
お
け
る
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
死

亡
、
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、
ご
遺
族
や

被
害
者
本
人
に
対
し
て
、
国
が
一
時
金
を

支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
（
審
査
に

よ
り
、
減
額
又
は
不
支
給
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
）

　な
お
、
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
警
察
署
警
務
課

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
1
1
0

（
内
線
2
1
1
）

●
募
集
テ
ー
マ

⑴
身
近
な
自
然
環
境
や
生
態
系
等
の
保
全

と
活
用
に
向
け
た
実
践
活
動
、
研
究
、
提

案
な
ど

⑵
低
炭
素
・
循
環
型
社
会
づ
く
り
に
向
け

た
身
近
な
実
践
活
動
、
提
案
な
ど

●
応
募
資
格

　群
馬
県
内
の
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

活
動
を
行
わ
な
い
法
人
・
団
体
（
学
校
を

除
く
）
な
ら
び
に
個
人
。

　前
回
の
受
賞
か
ら
5
年
を
経
過
し
た
既

受
賞
者
も
応
募
を
可
と
し
、
再
受
賞
で
き

ま
す
。

●
財
団
賞
の
表
彰
内
容

　表
彰
式
を
開
催
し
、
助
成
金
と
し
て
1

先
20
万
円
（
7
先
以
内
）
を
贈
呈
し
ま

す
。

●
応
募
方
法

　「
応
募
用
紙
」
に
ご
記
入
の
う
え
、
ご

送
付
く
だ
さ
い
。

　応
募
用
紙
は
、
当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
ま
た
は
事
務
局
に
電
話
に
て
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

12
月
1
日
（
金
）

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
3
7
1
―
0
8
4
6

前
橋
市
元
総
社
町
1
7
1
―
1

公
益
財
団
法
人

　群
馬
銀
行
環
境
財
団

事
務
局

　原
田

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
1
6
0

℻
0
2
7
―
2
5
1
―
4
3
9
9

　10
月
は
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進
期
間

で
す
。

　年
次
有
給
休
暇
取
得
に
向
け
た
職
場
づ

く
り
を
！

　年
次
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
は
、

心
身
の
疲
労
回
復
な
ど
の
た
め
に
必
要
で

す
。
さ
ら
に
、
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し

や
す
い
環
境
は
、
仕
事
に
対
す
る
意
識
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
仕
事
の
生
産

性
を
向
上
さ
せ
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

や
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
る
な

ど
、
企
業
、
労
働
者
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　労
働
者
が
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
に
た

め
ら
い
を
感
じ
な
い
よ
う
、
労
使
双
方
で

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
の
確
認
や
、

取
得
率
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
話
し
合

い
の
機
会
を
つ
く
り
、
年
次
有
給
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

　群
馬
県
で
は
不
正
軽
油
の
情
報
窓
口
と

し
て
不
正
軽
油
1
1
0
番
を
設
け
て
い
ま

す
。　不

正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油

を
混
ぜ
た
り
、
灯
油
や
重
油
を
そ
の
ま

ま
、
又
は
混
ぜ
た
り
し
て
、
軽
油
と
称
し

て
販
売
・
使
用
さ
れ
る
燃
料
の
こ
と
で

す
。
悪
質
な
脱
税
行
為
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
製
造
や
使
用
に
よ
っ
て
土
壌
や
大
気

を
汚
染
す
る
な
ど
重
大
な
犯
罪
で
す
。

・
ダ
ン
プ
や
ト
ラ
ッ
ク
に
灯
油
や
重
油
を

給
油
し
て
い
る
人
が
い
る
。

・
安
い
燃
料
を
買
っ
た
ら
エ
ン
ジ
ン
の
調

子
が
悪
く
な
っ
た
。

・
安
い
軽
油
の
売
り
込
み
が
あ
っ
た
。

　な
ど
、
不
正
軽
油
を
製
造
・
販
売
・
使

用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

不
正
軽
油
1
1
0
番

☎
0
2
7
―
2
3
1
―
2
8
0
1

前
橋
行
政
県
税
事
務
所

　県
税
課

　軽
油

広
域
調
査
係

約24センチ

住所・あて先約
11
セ
ン
チ

お知らせ版お知らせ版

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を

更
新
し
ま
し
た

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者

支
援
に
つ
い
て

第
21
回「
群
馬
銀
行
環
境

財
団
賞
」募
集
の
お
知
ら
せ

ス
ト
ッ
プ
！
不
正
軽
油

平
成
30
年
度
版
群
馬
県
民

手
帳
販
売
に
つ
い
て

空
き
家
取
壊
し
に

20
万
円
助
成

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

仕
事
は
計
画
を
立
て
て
行
う
も
の
。

そ
れ
で
は
休
暇
は
？

「
仕
事
休
も
っ
化
計
画
」

や
す

広
報しもにた
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SHIMONITA　INFORMATION

　ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低
価
格
な

の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新
薬
と
同
じ
と

認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で

す
。
新
薬
に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代

を
節
約
で
き
ま
す
。

　自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、
医
師

や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
ご
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

は
、
国
保
係
の
窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま

す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
て

も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い
場
合
や
取
扱

い
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

福
祉
保
険
課

　国
保
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

【
保
険
証
の
到
着
確
認
に
つ
い
て
】

 

9
月
下
旬
に
、
加
入
者
個
人
毎
の
保
険

証
を
世
帯
主
宛
に
、
う
す
茶
色
の
窓
あ
き

封
筒
に
入
れ
、
普
通
郵
便
で
発
送
し
ま
し

た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の
更
新
は
、

毎
年
10
月
に
1
回
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
の
保
険
証
は
、
台
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ

た
、
う
す
青
色
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
お

使
い
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
29

年
9
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
10
月

1
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
10

月
1
日
以
降
、
ご
自
身
で
裁
断
す
る
な
ど

し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
国
保
税
の
滞
納
が
あ
る
方
に

は
、
納
税
相
談
を
受
け
て
か
ら
の
引
き
渡

し
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
に
つ
い
て
】

　移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓
器
を

死
亡
し
た
後
に
提
供
す
る
意
思
の
有
無

を
、
被
保
険
者
証
の
裏
側
に
記
載
で
き
る

意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。　な

お
、
臓
器
提
供
の
意
思
を
記
入
す
る

こ
と
は
あ
く
ま
で
も
任
意
で
す
の
で
、
必

ず
し
も
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
保
険
課
国
保
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

　空
き
家
は
、
所
有
者
や
相
続
人
が
責
任

を
も
ち
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　町

で
は
老
朽
し
た
空
き
家
の
取
壊
し
費

用
に
対
し
、
条
件
が
整
え
ば
最
大
20
万
円

の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
町
内
に
老
朽
し
た
空
き
家
を
お
持
ち

の
方
は
保
健
環
境
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。　空

き
家
の
放
置
が
原
因
で
事
故
が
お
き

た
場
合
、
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　保
健
環
境
課

　環
境
係

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

　最
近
、
ゴ
ミ
を
収
集
し
た
後
に
出
す
・

収
集
物
で
な
い
も
の
を
出
す
等
の
ル
ー
ル

違
反
の
ゴ
ミ
の
排
出
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
き
ち
ん
と
ゴ
ミ
を

出
し
て
下
さ
い
。

■
収
集
日
当
日
の
朝
8
時
30
分
ま
で
に
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
下
さ
い
。

■
収
集
日
で
な
い
日
に
ゴ
ミ
や
資
源
物
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
き
ち
ん
と
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・
資
源

ゴ
ミ
（
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

は
、
指
定
ご
み
袋
（
名
前
を
記
入
）
を

使
っ
て
出
し
て
下
さ
い
。

注
意
：
ル
ー
ル
違
反
の
ゴ
ミ
は
収
集
で
き

ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

　

☎
64
―
8
8
1
1

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
場
）

☎
82
―
3
1
7
9

　平
成
30
年
度
版
群
馬
県
民
手
帳
が
10
月

28
日
（
土
）
に
販
売
を
開
始
し
ま
す
！

　A
6
ス
リ
ム
（
現
行
）
に
加
え
、
A
5

大
型
サ
イ
ズ
が
新
た
に
加
わ
り
ま
す
。

　色
は
濃
緑
、
赤
、
ベ
ー
ジ
ュ
の
3
色
。

販
売
場
所
　県
内
書
店
、
コ
ン
ビ
ニ
、
群

馬
県
統
計
協
会
、
県
庁
各
売
場

価
格
は
各
売
場
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　群
馬
県
統
計
協
会

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
4
1
2

　警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や
そ
の
ご

家
族
が
一
日
で
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ

る
よ
う
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
情
報
提
供

　刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判
の
過

程
で
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種
機
関
の
相

談
窓
口
等
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
ま

す
。

●
経
済
的
負
担
の
軽
減

　特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を
負
っ
た

場
合
に
は
、
医
療
費
等
の
一
部
に
つ
い
て

警
察
が
支
出
す
る
等
、
被
害
者
等
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

●
精
神
的
負
担
の
軽
減

　安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談
な
ど
が

で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話
を
設

置
す
る
ほ
か
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

●
安
全
の
確
保

　同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害
を
受
け

な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導
や
立
ち
寄
り
警

戒
を
行
う
ほ
か
、
様
々
な
機
材
等
を
活
用

し
て
安
全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

●
犯
罪
被
害
給
付
制
度
及
び
国
外
犯
罪
被

害
弔
慰
金
等
支
給
制
度

　故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、
負

傷
又
は
疾
病
が
生
じ
た
場
合
及
び
日
本
国

外
に
お
け
る
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
死

亡
、
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、
ご
遺
族
や

被
害
者
本
人
に
対
し
て
、
国
が
一
時
金
を

支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
（
審
査
に

よ
り
、
減
額
又
は
不
支
給
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
）

　な
お
、
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
警
察
署
警
務
課

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
1
1
0

（
内
線
2
1
1
）

●
募
集
テ
ー
マ

⑴
身
近
な
自
然
環
境
や
生
態
系
等
の
保
全

と
活
用
に
向
け
た
実
践
活
動
、
研
究
、
提

案
な
ど

⑵
低
炭
素
・
循
環
型
社
会
づ
く
り
に
向
け

た
身
近
な
実
践
活
動
、
提
案
な
ど

●
応
募
資
格

　群
馬
県
内
の
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

活
動
を
行
わ
な
い
法
人
・
団
体
（
学
校
を

除
く
）
な
ら
び
に
個
人
。

　前
回
の
受
賞
か
ら
5
年
を
経
過
し
た
既

受
賞
者
も
応
募
を
可
と
し
、
再
受
賞
で
き

ま
す
。

●
財
団
賞
の
表
彰
内
容

　表
彰
式
を
開
催
し
、
助
成
金
と
し
て
1

先
20
万
円
（
7
先
以
内
）
を
贈
呈
し
ま

す
。

●
応
募
方
法

　「
応
募
用
紙
」
に
ご
記
入
の
う
え
、
ご

送
付
く
だ
さ
い
。

　応
募
用
紙
は
、
当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
ま
た
は
事
務
局
に
電
話
に
て
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

12
月
1
日
（
金
）

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
3
7
1
―
0
8
4
6

前
橋
市
元
総
社
町
1
7
1
―
1

公
益
財
団
法
人

　群
馬
銀
行
環
境
財
団

事
務
局

　原
田

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
1
6
0

℻
0
2
7
―
2
5
1
―
4
3
9
9

　10
月
は
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進
期
間

で
す
。

　年
次
有
給
休
暇
取
得
に
向
け
た
職
場
づ

く
り
を
！

　年
次
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
は
、

心
身
の
疲
労
回
復
な
ど
の
た
め
に
必
要
で

す
。
さ
ら
に
、
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し

や
す
い
環
境
は
、
仕
事
に
対
す
る
意
識
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
仕
事
の
生
産

性
を
向
上
さ
せ
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

や
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
る
な

ど
、
企
業
、
労
働
者
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　労
働
者
が
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
に
た

め
ら
い
を
感
じ
な
い
よ
う
、
労
使
双
方
で

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
の
確
認
や
、

取
得
率
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
話
し
合

い
の
機
会
を
つ
く
り
、
年
次
有
給
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

　群
馬
県
で
は
不
正
軽
油
の
情
報
窓
口
と

し
て
不
正
軽
油
1
1
0
番
を
設
け
て
い
ま

す
。　不

正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油

を
混
ぜ
た
り
、
灯
油
や
重
油
を
そ
の
ま

ま
、
又
は
混
ぜ
た
り
し
て
、
軽
油
と
称
し

て
販
売
・
使
用
さ
れ
る
燃
料
の
こ
と
で

す
。
悪
質
な
脱
税
行
為
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
製
造
や
使
用
に
よ
っ
て
土
壌
や
大
気

を
汚
染
す
る
な
ど
重
大
な
犯
罪
で
す
。

・
ダ
ン
プ
や
ト
ラ
ッ
ク
に
灯
油
や
重
油
を

給
油
し
て
い
る
人
が
い
る
。

・
安
い
燃
料
を
買
っ
た
ら
エ
ン
ジ
ン
の
調

子
が
悪
く
な
っ
た
。

・
安
い
軽
油
の
売
り
込
み
が
あ
っ
た
。

　な
ど
、
不
正
軽
油
を
製
造
・
販
売
・
使

用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

不
正
軽
油
1
1
0
番

☎
0
2
7
―
2
3
1
―
2
8
0
1

前
橋
行
政
県
税
事
務
所

　県
税
課

　軽
油

広
域
調
査
係

約24センチ

住所・あて先約
11
セ
ン
チ

お知らせ版お知らせ版

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を

更
新
し
ま
し
た

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者

支
援
に
つ
い
て

第
21
回「
群
馬
銀
行
環
境

財
団
賞
」募
集
の
お
知
ら
せ

ス
ト
ッ
プ
！
不
正
軽
油

平
成
30
年
度
版
群
馬
県
民

手
帳
販
売
に
つ
い
て

空
き
家
取
壊
し
に

20
万
円
助
成

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

仕
事
は
計
画
を
立
て
て
行
う
も
の
。

そ
れ
で
は
休
暇
は
？

「
仕
事
休
も
っ
化
計
画
」

や
す

広
報しもにた
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SHIMONITA　INFORMATION

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
の
有
識
者
で
す
。
国
な
ど

の
行
政
活
動
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
相
談

を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係

機
関
に
対
す
る
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
は
、
行
政
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い

○
国
な
ど
の
行
政
機
関
に
苦
情
や
意
見
・

要
望
を
言
い
た
い

○
窓
口
に
は
行
き
づ
ら
い

 

下
仁
田
町
で
は
、
次
の
日
程
で
、
行
政

相
談
委
員
に
よ
る
定
例
行
政
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

﹇
定
例
行
政
相
談
所
﹈

と
き 

毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
週
）
午
前
9
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
下
仁
田
町
役
場
1
0
3
会
議
室

﹇
行
政
相
談
委
員
﹈
加
庭
　
紀
夫
委
員

●
問
い
合
わ
せ
　総
務
課
行
政
係

☎
82
―
2
1
1
0
（
総
務
課
直
通
）

　
10
月
16
日
（
月
）
か
ら
小
中
学
校
の
登

下
校
に
合
わ
せ
、
午
後
4
時
以
降
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
間
（
平
日
）
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

　
各
路
線
と
も
に
主
に
午
後
の
下
り
便
が

変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
午
後
4
時
以
降

に
利
用
さ
れ
る
一
般
の
方
は
、
時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
、
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
1
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
2
　
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
へ
は
学
校

か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

●
変
更
期
間

冬
期
　
10
月
16
日（
月
）〜
2
月
15
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス

下
仁
田
町
役
場
　
教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82
―
2
1
1
5

○
し
も
に
た
バ
ス

下
仁
田
町
役
場
　
地
域
創
生
課
　
地
域
創

生
係
　
☎
64
―
8
8
0
9

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社
下
仁
田
営
業
所

☎
82
―
2
4
2
9

バ
ス
事
務
所
　
☎
82
―
5
0
3
8

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
・
家

庭
内
暴
力
・
発
達
障
害
な
ど
子
ど
も
の
問

題
や
、
子
育
て
で
お
悩
み
の
方
、
ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
で
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
10
月
1
日
（
日
）
午
前
10
時
半

〜
午
後
4
時
15
分

●
と
こ
ろ
　
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
第
1
部
　
体
験
談
と
質
疑
応
答

第
2
部
　
自
律
訓
練
法
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
講
師
　
金
盛
浦
子
（
東
京
心
理
教
育
研

究
所
所
長
・
臨
床
心
理
士
）

●
定
員
　
3
0
0
人
（
申
込
み
制
）

●
参
加
費
　
無
料

●
保
育
　
第
1
部
の
み
　
要
申
込
み

●
申
込
方
法
　
電
話
又
は
F
A
X
で

N
P
O
法
人
S
E
P
Y（
セ
ピ
ィ
）倶
楽
部

☎
03
―
3
9
4
2
―
5
0
0
6

（
火
〜
土
曜
10
時
半
〜
15
時
）

℻
03
―
5
9
4
0
―
4
0
3
0

　
群
馬
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら

家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
を
、
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、

愛
情
と
誠
意
を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ

る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
西
部
児
童
相
談
所
（
高
崎
市
高
松
市
）

は
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談
や
交

流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ご
希

望
に
よ
り
、里
親
制
度
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

①
日
時
　
10
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

12
時

会
場
　
藤
岡
市
民
ホ
ー
ル「
健
康
福
祉
祭
」

（
相
談
ス
ペ
ー
ス
は
別
室
を
確
保
し
て
あ

り
ま
す
。
）

②
日
時
　
10
月
27
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

12
時

会
場
　
高
崎
市
役
所
中
2
階
ロ
ビ
ー

●
対
象
　
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
里

親
、
養
子
縁
組
を
検
討
し
て
い
る
人

●
費
用
　
無
料

●
申
込
み
　
直
接
会
場
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
県
西
部
児
童
相
談

所☎
0
2
7
―
3
2
2
―
2
4
9
8

●
期
日
　
12
月
17
日
（
日
）

●
行
き
先
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

●
参
加
対
象
者
　
県
内
在
住
の
母
（
父
）

子
家
庭
の
母
（
父
）
と
子
（
高
校
生
以

下
）
及
び
寡
婦

●
参
加
費

大
人
（
非
会
員
）
　
9
、
5
0
0
円

母
（
父
）
子
会
員
・
中
・
高
校
生
・
寡
婦

8
、
0
0
0
円

幼
児
・
小
学
生
　
6
、
0
0
0
円

3
歳
以
下
の
乳
幼
児
　
2
、
0
0
0
円

※
参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
（
バ
ス
代
・

保
険
料
・
パ
ス
ポ
ー
ト
代
）

●
乗
車
場
所
　
館
林
市
役
所
・
太
田
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
・
桐
生
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
伊
勢
崎
市
役
所
・
富
岡
市
役
所
・

ら
ら
ん
藤
岡
・
高
崎
駅
東
口
・
新
前
橋
駅

東
口
・
渋
川
市
役
所
・
沼
田
運
動
公
園

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
往
復
は
が
き
に
住
所
・
電
話
番
号
・
参

加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）
・
希

望
乗
車
地
及
び
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

と
記
入
の
う
え
、
左
記
に
申
し
込
む
。

（
11
月
22
日
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

〒
3
7
1
―
0
8
4
3 

前
橋
市
新
前
橋

町
13
―
12 

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
内
5
階

一
般
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協

議
会

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
6

●
取
扱
旅
行
会
　
社
群
馬
中
央
パ
ス
株
式

会
社

　
10
月
10
日
（
火
）
に
各
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3
（
直
通
）

　
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
地
域
住
民
、
日

頃
か
ら
高
齢
者
ケ
ア
に
従
事
し
て
い
る
皆

様
に
対
し
て
、
認
知
症
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
提
供
す
る
目
的

で
開
催
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ
　
「
認
知
症
へ
の
向
き
合
い
方

〜
ど
こ
ま
で
知
っ
て
い
ま
す
か
？
ど
う
備

え
て
い
ま
す
か
？
〜
」

●
日
時
　
11
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
3
時
30
分
（
10
時
開
場
）

●
会
場
　
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル

●
参
加
対
象
　
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

●
参
加
費
　
無
料

●
内
容

午
前
の
部
　
ミ
ニ
講
座
①
「
認
知
症
っ
て

何
だ
ろ
う
？
」
、
ミ
ニ
講
座
②
「
軽
度
認

知
障
害
（
M
C
I
）
に
つ
い
て
」
、
認
知

症
劇「
黄
門
様
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
？
」

な
ど

午
後
の
部
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
認
知
症
に

な
っ
て
も
『
あ
ん
じ
ゃ
あ
ね
ぇ
』
が
言
え

る
地
域
を
目
指
し
て
」
　
な
ど

※
そ
の
他
、
介
護
食
品
の
試
食
会
、
介
護

福
祉
用
具
の
展
示
、
ミ
ニ
認
知
症
カ

フ
ェ
、
認
知
症
予
防
体
操
（
コ
グ
ニ
サ
イ

ズ
）
、
脳
の
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
、
認
知
症

個
別
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
西
毛
病
院
　
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
63
―
8
1
2
0

　介
護
負
担
の
軽
減
、
介
護
者
同
士
の
交

流
等
を
目
的
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
一

人
一
人
の
実
情
に
即
し
た
講
師
と
の
質
疑

応
答
も
で
き
ま
す
。
特
に
、
認
知
症
の
初

期
か
ら
中
期
の
人
を
介
護
し
て
い
る
人
に

有
意
義
で
す
。

●
対
象
　
現
在
認
知
症
の
人
を
介
護
中
の

方
に
限
り
ま
す
。

●
定
員
　
10
人
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
）

●
参
加
費
　
無
料

●
日
時
　
11
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

●
内
容

午
前

講
座
①
　
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
知
識
を
身
に

つ
け
る
（
講
師
　
恩
田
初
男
支
部
世
話

人
、
N
P
O
法
人
代
表
）

午
後

講
座
②
　
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
（
講
師
　
渡
辺
俊
之
東
海
大
学
大
学

院
教
授
、
精
神
科
医
）

講
座
③
　
認
知
症
の
人
の
心
を
理
解
す
る

た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
講
師
　
藤
野

好
美
支
部
世
話
人
）

＊
昼
食
は
各
自
ご
持
参
下
さ
い

●
会
場
　
医
療
法
人
大
和
会
　
西
毛
病
院

　
会
議
室

〒
3
7
0
―
2
4
5
5
　
富
岡
市
神
農
原

5
5
9
―
1
　

●
主
催
　
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
群
馬
県
支
部

●
申
込
先
（
左
記
の
い
ず
れ
か
に
お
申
込

み
下
さ
い
）  

○
家
族
の
会
群
馬
県
支
部

☎
0
2
7
―
2
8
9
―
2
7
4
0

℻
0
2
7
―
2
8
9
―
2
7
4
0

メ
ー
ル
　m

isato@
xp.w

ind.jp

○
西
毛
病
院
・
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
4
―
62
―
3
1
5
6

℻
0
2
7
4
―
64
―
3
8
2
6

　〈
す
で
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬
〉

●
持
参
す
る
物

　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
通
知
は
が
き
・
愛

犬
手
帳
・
注
射
料
金
（
3
、
4
0
0
円
）

〈
ま
だ
登
録
を
し
て
な
い
犬
〉

●
持
参
す
る
物
　
　
　
　

登
録
・
注
射
料
金
（
登
録
料
金
　
3
、

0
0
0
円
）
（
注
射
料
金
　
3
、
4
0
0

円
）

　
登
録
す
る
旨
、
係
員
ま
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

●
実
施
日
　
10
月
22
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
前
10
時

●
対
象
地
区
　
全
地
区

●
実
施
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
犬
の
登
録
と
毎
年
1
回
の
狂
犬
病
の
予

防
注
射
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
規
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
忘
れ
ず
行
う
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

・
鑑
札
や
注
射
済
票
は
迷
子
に
な
っ
た
時

に
役
に
立
ち
ま
す
。

・
き
ち
ん
と
登
録
し
そ
の
年
の
注
射
済
票

を
必
ず
首
輪
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
環
境
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

参
加
者
募
集

10
月
期
の
児
童
手
当

認
知
症
介
護
家
族
支
援
講
座

お
母
さ
ん
幸
せ
で
す
か

第
39
回
全
国
親
の
会

高
崎
大
会

春
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
飼
い
主
さ
ん
へ

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
の

日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お知らせ版お知らせ版

10
月
16
日（
月
）〜
10
月
22
日

（
日
）は
行
政
相
談
週
間
で
す

「
困
っ
た
ら 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず 

行
政
相
談
」

医
療
法
人
大
和
会

認
知
症
フ
ェス
タ
2
0
1
7

10
月
16
日
か
ら
登
下
校
に
合

わ
せ
て
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

時
刻
が
変
更
に
な
り
ま
す

子
ど
も
の
里
親
に

な
り
ま
せ
ん
か

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

広
報しもにた
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SHIMONITA　INFORMATION

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
の
有
識
者
で
す
。
国
な
ど

の
行
政
活
動
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
相
談

を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係

機
関
に
対
す
る
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
は
、
行
政
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い

○
国
な
ど
の
行
政
機
関
に
苦
情
や
意
見
・

要
望
を
言
い
た
い

○
窓
口
に
は
行
き
づ
ら
い

 

下
仁
田
町
で
は
、
次
の
日
程
で
、
行
政

相
談
委
員
に
よ
る
定
例
行
政
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

﹇
定
例
行
政
相
談
所
﹈

と
き 

毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
週
）
午
前
9
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
下
仁
田
町
役
場
1
0
3
会
議
室

﹇
行
政
相
談
委
員
﹈
加
庭
　
紀
夫
委
員

●
問
い
合
わ
せ
　総
務
課
行
政
係

☎
82
―
2
1
1
0
（
総
務
課
直
通
）

　
10
月
16
日
（
月
）
か
ら
小
中
学
校
の
登

下
校
に
合
わ
せ
、
午
後
4
時
以
降
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
間
（
平
日
）
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

　
各
路
線
と
も
に
主
に
午
後
の
下
り
便
が

変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
午
後
4
時
以
降

に
利
用
さ
れ
る
一
般
の
方
は
、
時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
、
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
1
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
2
　
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
へ
は
学
校

か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

●
変
更
期
間

冬
期
　
10
月
16
日（
月
）〜
2
月
15
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス

下
仁
田
町
役
場
　
教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82
―
2
1
1
5

○
し
も
に
た
バ
ス

下
仁
田
町
役
場
　
地
域
創
生
課
　
地
域
創

生
係
　
☎
64
―
8
8
0
9

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社
下
仁
田
営
業
所

☎
82
―
2
4
2
9

バ
ス
事
務
所
　
☎
82
―
5
0
3
8

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
・
家

庭
内
暴
力
・
発
達
障
害
な
ど
子
ど
も
の
問

題
や
、
子
育
て
で
お
悩
み
の
方
、
ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
で
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
10
月
1
日
（
日
）
午
前
10
時
半

〜
午
後
4
時
15
分

●
と
こ
ろ
　
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
第
1
部
　
体
験
談
と
質
疑
応
答

第
2
部
　
自
律
訓
練
法
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
講
師
　
金
盛
浦
子
（
東
京
心
理
教
育
研

究
所
所
長
・
臨
床
心
理
士
）

●
定
員
　
3
0
0
人
（
申
込
み
制
）

●
参
加
費
　
無
料

●
保
育
　
第
1
部
の
み
　
要
申
込
み

●
申
込
方
法
　
電
話
又
は
F
A
X
で

N
P
O
法
人
S
E
P
Y（
セ
ピ
ィ
）倶
楽
部

☎
03
―
3
9
4
2
―
5
0
0
6

（
火
〜
土
曜
10
時
半
〜
15
時
）

℻
03
―
5
9
4
0
―
4
0
3
0

　
群
馬
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら

家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
を
、
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、

愛
情
と
誠
意
を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ

る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
西
部
児
童
相
談
所
（
高
崎
市
高
松
市
）

は
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談
や
交

流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ご
希

望
に
よ
り
、里
親
制
度
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

①
日
時
　
10
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

12
時

会
場
　
藤
岡
市
民
ホ
ー
ル「
健
康
福
祉
祭
」

（
相
談
ス
ペ
ー
ス
は
別
室
を
確
保
し
て
あ

り
ま
す
。
）

②
日
時
　
10
月
27
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

12
時

会
場
　
高
崎
市
役
所
中
2
階
ロ
ビ
ー

●
対
象
　
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
里

親
、
養
子
縁
組
を
検
討
し
て
い
る
人

●
費
用
　
無
料

●
申
込
み
　
直
接
会
場
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
県
西
部
児
童
相
談

所☎
0
2
7
―
3
2
2
―
2
4
9
8

●
期
日
　
12
月
17
日
（
日
）

●
行
き
先
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

●
参
加
対
象
者
　
県
内
在
住
の
母
（
父
）

子
家
庭
の
母
（
父
）
と
子
（
高
校
生
以

下
）
及
び
寡
婦

●
参
加
費

大
人
（
非
会
員
）
　
9
、
5
0
0
円

母
（
父
）
子
会
員
・
中
・
高
校
生
・
寡
婦

8
、
0
0
0
円

幼
児
・
小
学
生
　
6
、
0
0
0
円

3
歳
以
下
の
乳
幼
児
　
2
、
0
0
0
円

※
参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
（
バ
ス
代
・

保
険
料
・
パ
ス
ポ
ー
ト
代
）

●
乗
車
場
所
　
館
林
市
役
所
・
太
田
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
・
桐
生
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
伊
勢
崎
市
役
所
・
富
岡
市
役
所
・

ら
ら
ん
藤
岡
・
高
崎
駅
東
口
・
新
前
橋
駅

東
口
・
渋
川
市
役
所
・
沼
田
運
動
公
園

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
往
復
は
が
き
に
住
所
・
電
話
番
号
・
参

加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）
・
希

望
乗
車
地
及
び
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

と
記
入
の
う
え
、
左
記
に
申
し
込
む
。

（
11
月
22
日
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

〒
3
7
1
―
0
8
4
3 

前
橋
市
新
前
橋

町
13
―
12 
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
内
5
階

一
般
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協

議
会

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
6

●
取
扱
旅
行
会
　
社
群
馬
中
央
パ
ス
株
式

会
社

　
10
月
10
日
（
火
）
に
各
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3
（
直
通
）

　
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
地
域
住
民
、
日

頃
か
ら
高
齢
者
ケ
ア
に
従
事
し
て
い
る
皆

様
に
対
し
て
、
認
知
症
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
提
供
す
る
目
的

で
開
催
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ
　
「
認
知
症
へ
の
向
き
合
い
方

〜
ど
こ
ま
で
知
っ
て
い
ま
す
か
？
ど
う
備

え
て
い
ま
す
か
？
〜
」

●
日
時
　
11
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
3
時
30
分
（
10
時
開
場
）

●
会
場
　
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル

●
参
加
対
象
　
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

●
参
加
費
　
無
料

●
内
容

午
前
の
部
　
ミ
ニ
講
座
①
「
認
知
症
っ
て

何
だ
ろ
う
？
」
、
ミ
ニ
講
座
②
「
軽
度
認

知
障
害
（
M
C
I
）
に
つ
い
て
」
、
認
知

症
劇「
黄
門
様
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
？
」

な
ど

午
後
の
部
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
認
知
症
に

な
っ
て
も
『
あ
ん
じ
ゃ
あ
ね
ぇ
』
が
言
え

る
地
域
を
目
指
し
て
」
　
な
ど

※
そ
の
他
、
介
護
食
品
の
試
食
会
、
介
護

福
祉
用
具
の
展
示
、
ミ
ニ
認
知
症
カ

フ
ェ
、
認
知
症
予
防
体
操
（
コ
グ
ニ
サ
イ

ズ
）
、
脳
の
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
、
認
知
症

個
別
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
西
毛
病
院
　
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
63
―
8
1
2
0

　介
護
負
担
の
軽
減
、
介
護
者
同
士
の
交

流
等
を
目
的
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
一

人
一
人
の
実
情
に
即
し
た
講
師
と
の
質
疑

応
答
も
で
き
ま
す
。
特
に
、
認
知
症
の
初

期
か
ら
中
期
の
人
を
介
護
し
て
い
る
人
に

有
意
義
で
す
。

●
対
象
　
現
在
認
知
症
の
人
を
介
護
中
の

方
に
限
り
ま
す
。

●
定
員
　
10
人
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
）

●
参
加
費
　
無
料

●
日
時
　
11
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

●
内
容

午
前

講
座
①
　
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
知
識
を
身
に

つ
け
る
（
講
師
　
恩
田
初
男
支
部
世
話

人
、
N
P
O
法
人
代
表
）

午
後

講
座
②
　
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
（
講
師
　
渡
辺
俊
之
東
海
大
学
大
学

院
教
授
、
精
神
科
医
）

講
座
③
　
認
知
症
の
人
の
心
を
理
解
す
る

た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
講
師
　
藤
野

好
美
支
部
世
話
人
）

＊
昼
食
は
各
自
ご
持
参
下
さ
い

●
会
場
　
医
療
法
人
大
和
会
　
西
毛
病
院

　
会
議
室

〒
3
7
0
―
2
4
5
5
　
富
岡
市
神
農
原

5
5
9
―
1
　

●
主
催
　
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
群
馬
県
支
部

●
申
込
先
（
左
記
の
い
ず
れ
か
に
お
申
込

み
下
さ
い
）  

○
家
族
の
会
群
馬
県
支
部

☎
0
2
7
―
2
8
9
―
2
7
4
0

℻
0
2
7
―
2
8
9
―
2
7
4
0

メ
ー
ル
　m

isato@
xp.w

ind.jp
○
西
毛
病
院
・
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
4
―
62
―
3
1
5
6

℻
0
2
7
4
―
64
―
3
8
2
6

　〈
す
で
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬
〉

●
持
参
す
る
物

　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
通
知
は
が
き
・
愛

犬
手
帳
・
注
射
料
金
（
3
、
4
0
0
円
）

〈
ま
だ
登
録
を
し
て
な
い
犬
〉

●
持
参
す
る
物
　
　
　
　

登
録
・
注
射
料
金
（
登
録
料
金
　
3
、

0
0
0
円
）
（
注
射
料
金
　
3
、
4
0
0

円
）

　
登
録
す
る
旨
、
係
員
ま
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

●
実
施
日
　
10
月
22
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
前
10
時

●
対
象
地
区
　
全
地
区

●
実
施
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
犬
の
登
録
と
毎
年
1
回
の
狂
犬
病
の
予

防
注
射
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
規
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
忘
れ
ず
行
う
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

・
鑑
札
や
注
射
済
票
は
迷
子
に
な
っ
た
時

に
役
に
立
ち
ま
す
。

・
き
ち
ん
と
登
録
し
そ
の
年
の
注
射
済
票

を
必
ず
首
輪
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
環
境
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

参
加
者
募
集

10
月
期
の
児
童
手
当

認
知
症
介
護
家
族
支
援
講
座

お
母
さ
ん
幸
せ
で
す
か

第
39
回
全
国
親
の
会

高
崎
大
会

春
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
飼
い
主
さ
ん
へ

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
の

日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お知らせ版お知らせ版

10
月
16
日（
月
）〜
10
月
22
日

（
日
）は
行
政
相
談
週
間
で
す

「
困
っ
た
ら 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず 

行
政
相
談
」

医
療
法
人
大
和
会

認
知
症
フ
ェス
タ
2
0
1
7

10
月
16
日
か
ら
登
下
校
に
合

わ
せ
て
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

時
刻
が
変
更
に
な
り
ま
す

子
ど
も
の
里
親
に

な
り
ま
せ
ん
か

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

広
報しもにた
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SHIMONITA　INFORMATION

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
、
自
己
負
担
金
1
、
2
0
0
円
で
接
種

で
き
ま
す
！

　
予
診
票
は
下
表
の
医
療
機
関
の
窓
口
と

保
健
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
予
診
票
を
受

け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
流
行
前
の
接
種
が
効
果
的
で
す
の

で
、
な
る
べ
く
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

・
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
町
民

・
60
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

免
疫
機
能
で
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
相
当

の
障
害
が
あ
る
町
民

●
接
種
期
間
　
10
月
1
日
〜
12
月
31
日

●
接
種
回
数
　
1
回

●
接
種
方
法
　
接
種
す
る
医
療
機
関
に
直

接
電
話
予
約
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

●
持
参
す
る
物
　
自
己
負
担
金
1
、
2
0

0
円
・
健
康
保
険
証
（
年
齢
、
住
所
を
確

認
す
る
た
め
に
必
要
）

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
に
な
り
ま

す
。
接
種
に
出
か
け
る
前
に
保
健
環
境
課

保
健
推
進
係
（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
で
書
類
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
期
間
外
の
接
種
、
2
回
目
の
接
種

等
は
実
費
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
犬
・
猫
の
フ
ン
・
尿
の
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
動
物
は
自
分
で
は
片
づ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
飼
い
主
以
外
の
人
は
片
づ
け

て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ペ
ッ
ト
は
「
飼
う
」
か
ら
「
共
に
暮
ら

す
」
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
放
し
飼
い
禁
止
、
室
内
犬
で
も
登

録
・
予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義
務
。

　飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
無
責
任
な
エ

サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
補
助

に
つ
い
て

　
町
で
は
、
猫
に
よ
る
環
境
被
害
、
交
通
事

故
の
減
少
や
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
削
減
を

図
る
た
め
、
猫
の
飼
い
主
等
に
対
し
て
、
平

成
29
年
度
か
ら
不
妊
・
去
勢
手
術
に
要
し
た

費
用
の
一
部
補
助
を
し
て
お
り
ま
す
。

【
概
要
】
（
1
）
補
助
金
額

不
妊
手
術
（
メ
ス
）
1
頭
に
つ
き
5
、
0
0
0
円

去
勢
手
術
（
オ
ス
）
1
頭
に
つ
き
3
、
0
0
0
円

（
2
）
補
助
対
象

①
飼
い
主
等
が
下
仁
田
町
内
に
住
所
を
有

し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
販
売
目
的
で
な
い
こ
と

③
獣
医
師
会
会
員
で
あ
る
開
業
獣
医
師
が

行
う
不
妊
又
は
去
勢
手
術

④
手
術
を
受
け
た
日
か
ら
2
ヶ
月
以
内
に

交
付
申
請
す
る
こ
と

⑤
猫
の
飼
養
者
及
び
世
帯
全
員
に
町
税
の

滞
納
が
な
い
こ
と

⑥
平
成
29
年
8
月
1
日
以
降
行
わ
れ
た
不

妊
又
は
去
勢
手
術

※
申
請
手
続
き
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
環
境
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
―
5
4
9
0

●
日
時
　
11
月
７
日
（
火
）
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
　
１
０
３
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
（
☎
82

―
２
１
１
０
総
務
課
直
通
）

　
７
月
10
日
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
同
義

援
金
の
受
付
を
８
月
31
日
を
も
っ
て
終
了

し
た
と
こ
ろ
、
大
勢
の
町
民
皆
様
や
各
種

団
体
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
、
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま

す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

義
援
金
総
額
　
1
、
1
7
2
、
8
4
2
円

●
問
い
合
わ
せ

会
計
課
　
☎
82
―
2
1
1
4

　
眼
科
が
、
10
月
14
日
（
土
）
休
診
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
乳
房
・
甲
状
腺
外
来
の

診
療
を
10
月
16
日
（
月
）
行
い
ま
す
。
皮

膚
科
が
、
10
月
27
日
（
金
）
休
診
と
な

り
、
代
診
と
し
て
10
月
30
日
（
月
）
診
療

を
行
い
ま
す
。
（
都
合
に
よ
り
、
休
診
に

な
る
診
療
科
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
10
月
６
日

（
金
）
、
11
日
（
水
）
、
27
日
（
金
）
の

　
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不
在
に
な
る
時

間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　医　療　機　関　名

下仁田厚生病院

大沢クリニック

佐藤医院

本宿診療所

アライクリニック

石川胃腸科医院

えのもと整形外科

大竹外科胃腸科

加藤内科医院

神部医院

久保田クリニック

小泉医院

香内医院

こすげレディスクリニック

コマチクリニック

阪本耳鼻咽喉科医院

須藤医院

西毛病院

高井クリニック

滝田医院

たけべ医院

下
仁
田
町

富
岡
市

電話番号

82－3555

60－3030

82－2127

84－2215

62－1521

62－1002

89－3172

64－0808

64－0606

62－0058

89－1160

62－0039

62－3210

62－0275

62－5011

62－0122

63－1461

62－3156

60－1500

62－2511

67－5500

　 住　　所

下仁田409

馬山5915-1

下仁田550-2

本宿3712－3

富岡1423

富岡77

七日市749

田篠947

田島12-1

富岡1122

中高瀬138-1

富岡891

七日市555-1

富岡1494-1

相野田469

富岡1078

七日市1083-1

神農原559-1

富岡3074-1

富岡1473-8

一ノ宮1635

【接種場所：富岡市甘楽郡インフルエンザ予防接種実施医療機関】

●問い合わせ　保健環境課　保健推進係　☎82-5490

　医　療　機　関　名

田村医院

富岡・成清医院

中島医院

中野整形外科医院

保阪医院

細谷医院

細谷クリニック

宮崎医院

村田内科医院

ゆうあい整形外科

和田クリニック

安藤医院

奥村クリニック

小幡医院

こがはらクリニック

篠原整形外科医院

庭谷クリニック

原医院

大沢クリニックなんもく分院

甘
楽
町

南牧村

富
岡
市

電話番号

64－2065

62－2701

62－1037

64－1574

62－0113

62－0388

62－4321

60－1919

62－2053

67－5211

67－5522

74－7717

74－7182

74－2018

70－4066

74－2227

89－4005

74－5656

60－3030

　 住　　所

七日市1662-2

七日市599-6

富岡1115

富岡953

七日市1621

富岡1048

富岡1375

下高瀬298-7

一ノ宮162-1

曾木543-1

七日市450-1

福島110-5

福島750-2

小幡966

白倉622-1

福島1151

庭谷468-1

金井453

磐戸284-2

年
金
予
約
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す

　
高
崎
年
金
事
務
所
で
は
、年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。待
ち
時

間
の
短
縮
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、相
談
に
お
越
し
の
際
は
、予
約
し
て
か
ら
の
来
所
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

予
約
申
込
方
法

◇
ご
予
約
は
、相
談
希
望
日
１
ヵ
月
前
か
ら
お
電
話
又
は
年
金
相
談
窓
口
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。（
相
談
希
望
日
の
当
日
で
の
予
約
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。）

◇
ご
予
約
を
受
け
付
け
る
際
に
は
、相
談
者
及
び
配
偶
者
氏
名
、基
礎
年
金
番
号
、電
話
番

号
、相
談
内
容
等
に
つ
い
て
ご
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

予
約
時
間
帯

◇
平
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

◇
予
約
状
況
に
よ
り
、ご
希
望
の
日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

そ
の
他

　
年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）、年
金
証
書
、振
込
通

知
書
な
ど
の
他
、相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、予
約
時

間
ま
で
に
お
越
し
い
た
だ
き
総
合
相
談
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来
ら
れ
る
際
に
は
、委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
ご
都
合
に
よ
り
来
所
で
き
な
い
場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
案
内

高
崎
年
金
事
務
所

●
所
在
地
　
高
崎
市
栄
町
１
０‐１

●
電
　話
　
☎
０
２
７‐３
２
２‐７
７
５
３（
予
約
受
付
専
用
）

●
休
業
日
　
土
曜
、日
曜
、祝
祭
日
、年
末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）

お知らせ版お知らせ版

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の一部
を
助
成
し
ま
す

犬・猫
な
ど
の
ペッ
ト
は

正
し
い
飼
育
を
し
ま
し
ょ
う
。

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

行
政
相
談

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

九
州
北
部
豪
雨
災
害

義
援
金
へ
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広
報しもにた
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SHIMONITA　INFORMATION

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
、
自
己
負
担
金
1
、
2
0
0
円
で
接
種

で
き
ま
す
！

　
予
診
票
は
下
表
の
医
療
機
関
の
窓
口
と

保
健
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
予
診
票
を
受

け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
流
行
前
の
接
種
が
効
果
的
で
す
の

で
、
な
る
べ
く
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

・
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
町
民

・
60
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

免
疫
機
能
で
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
相
当

の
障
害
が
あ
る
町
民

●
接
種
期
間
　
10
月
1
日
〜
12
月
31
日

●
接
種
回
数
　
1
回

●
接
種
方
法
　
接
種
す
る
医
療
機
関
に
直

接
電
話
予
約
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

●
持
参
す
る
物
　
自
己
負
担
金
1
、
2
0

0
円
・
健
康
保
険
証
（
年
齢
、
住
所
を
確

認
す
る
た
め
に
必
要
）

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
に
な
り
ま

す
。
接
種
に
出
か
け
る
前
に
保
健
環
境
課

保
健
推
進
係
（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
で
書
類
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
期
間
外
の
接
種
、
2
回
目
の
接
種

等
は
実
費
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
犬
・
猫
の
フ
ン
・
尿
の
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
動
物
は
自
分
で
は
片
づ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
飼
い
主
以
外
の
人
は
片
づ
け

て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ペ
ッ
ト
は
「
飼
う
」
か
ら
「
共
に
暮
ら

す
」
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
放
し
飼
い
禁
止
、
室
内
犬
で
も
登

録
・
予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義
務
。

　飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
無
責
任
な
エ

サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
補
助

に
つ
い
て

　
町
で
は
、
猫
に
よ
る
環
境
被
害
、
交
通
事

故
の
減
少
や
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
削
減
を

図
る
た
め
、
猫
の
飼
い
主
等
に
対
し
て
、
平

成
29
年
度
か
ら
不
妊
・
去
勢
手
術
に
要
し
た

費
用
の
一
部
補
助
を
し
て
お
り
ま
す
。

【
概
要
】
（
1
）
補
助
金
額

不
妊
手
術
（
メ
ス
）
1
頭
に
つ
き
5
、
0
0
0
円

去
勢
手
術
（
オ
ス
）
1
頭
に
つ
き
3
、
0
0
0
円

（
2
）
補
助
対
象

①
飼
い
主
等
が
下
仁
田
町
内
に
住
所
を
有

し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
販
売
目
的
で
な
い
こ
と

③
獣
医
師
会
会
員
で
あ
る
開
業
獣
医
師
が

行
う
不
妊
又
は
去
勢
手
術

④
手
術
を
受
け
た
日
か
ら
2
ヶ
月
以
内
に

交
付
申
請
す
る
こ
と

⑤
猫
の
飼
養
者
及
び
世
帯
全
員
に
町
税
の

滞
納
が
な
い
こ
と

⑥
平
成
29
年
8
月
1
日
以
降
行
わ
れ
た
不

妊
又
は
去
勢
手
術

※
申
請
手
続
き
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
環
境
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
―
5
4
9
0

●
日
時
　
11
月
７
日
（
火
）
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
　
１
０
３
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
（
☎
82

―
２
１
１
０
総
務
課
直
通
）

　
７
月
10
日
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
同
義

援
金
の
受
付
を
８
月
31
日
を
も
っ
て
終
了

し
た
と
こ
ろ
、
大
勢
の
町
民
皆
様
や
各
種

団
体
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
、
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま

す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

義
援
金
総
額
　
1
、
1
7
2
、
8
4
2
円

●
問
い
合
わ
せ

会
計
課
　
☎
82
―
2
1
1
4

　
眼
科
が
、
10
月
14
日
（
土
）
休
診
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
乳
房
・
甲
状
腺
外
来
の

診
療
を
10
月
16
日
（
月
）
行
い
ま
す
。
皮

膚
科
が
、
10
月
27
日
（
金
）
休
診
と
な

り
、
代
診
と
し
て
10
月
30
日
（
月
）
診
療

を
行
い
ま
す
。
（
都
合
に
よ
り
、
休
診
に

な
る
診
療
科
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
10
月
６
日

（
金
）
、
11
日
（
水
）
、
27
日
（
金
）
の

　
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不
在
に
な
る
時

間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　医　療　機　関　名

下仁田厚生病院

大沢クリニック

佐藤医院

本宿診療所

アライクリニック

石川胃腸科医院

えのもと整形外科

大竹外科胃腸科

加藤内科医院

神部医院

久保田クリニック

小泉医院

香内医院

こすげレディスクリニック

コマチクリニック

阪本耳鼻咽喉科医院

須藤医院

西毛病院

高井クリニック

滝田医院

たけべ医院

下
仁
田
町

富
岡
市

電話番号

82－3555

60－3030

82－2127

84－2215

62－1521

62－1002

89－3172

64－0808

64－0606

62－0058

89－1160

62－0039

62－3210

62－0275

62－5011

62－0122

63－1461

62－3156

60－1500

62－2511

67－5500

　 住　　所

下仁田409

馬山5915-1

下仁田550-2

本宿3712－3

富岡1423

富岡77

七日市749

田篠947

田島12-1

富岡1122

中高瀬138-1

富岡891

七日市555-1

富岡1494-1

相野田469

富岡1078

七日市1083-1

神農原559-1

富岡3074-1

富岡1473-8

一ノ宮1635

【接種場所：富岡市甘楽郡インフルエンザ予防接種実施医療機関】

●問い合わせ　保健環境課　保健推進係　☎82-5490

　医　療　機　関　名

田村医院

富岡・成清医院

中島医院

中野整形外科医院

保阪医院

細谷医院

細谷クリニック

宮崎医院

村田内科医院

ゆうあい整形外科

和田クリニック

安藤医院

奥村クリニック

小幡医院

こがはらクリニック

篠原整形外科医院

庭谷クリニック

原医院

大沢クリニックなんもく分院

甘
楽
町

南牧村

富
岡
市

電話番号

64－2065

62－2701

62－1037

64－1574

62－0113

62－0388

62－4321

60－1919

62－2053

67－5211

67－5522

74－7717

74－7182

74－2018

70－4066

74－2227

89－4005

74－5656

60－3030

　 住　　所

七日市1662-2

七日市599-6

富岡1115

富岡953

七日市1621

富岡1048

富岡1375

下高瀬298-7

一ノ宮162-1

曾木543-1

七日市450-1

福島110-5

福島750-2

小幡966

白倉622-1

福島1151

庭谷468-1

金井453

磐戸284-2

年
金
予
約
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す

　
高
崎
年
金
事
務
所
で
は
、年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。待
ち
時

間
の
短
縮
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、相
談
に
お
越
し
の
際
は
、予
約
し
て
か
ら
の
来
所
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

予
約
申
込
方
法

◇
ご
予
約
は
、相
談
希
望
日
１
ヵ
月
前
か
ら
お
電
話
又
は
年
金
相
談
窓
口
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。（
相
談
希
望
日
の
当
日
で
の
予
約
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。）

◇
ご
予
約
を
受
け
付
け
る
際
に
は
、相
談
者
及
び
配
偶
者
氏
名
、基
礎
年
金
番
号
、電
話
番

号
、相
談
内
容
等
に
つ
い
て
ご
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

予
約
時
間
帯

◇
平
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

◇
予
約
状
況
に
よ
り
、ご
希
望
の
日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

そ
の
他

　
年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）、年
金
証
書
、振
込
通

知
書
な
ど
の
他
、相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、予
約
時

間
ま
で
に
お
越
し
い
た
だ
き
総
合
相
談
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来
ら
れ
る
際
に
は
、委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
ご
都
合
に
よ
り
来
所
で
き
な
い
場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
案
内

高
崎
年
金
事
務
所

●
所
在
地
　
高
崎
市
栄
町
１
０‐１

●
電
　話
　
☎
０
２
７‐３
２
２‐７
７
５
３（
予
約
受
付
専
用
）

●
休
業
日
　
土
曜
、日
曜
、祝
祭
日
、年
末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）

お知らせ版お知らせ版

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の一部
を
助
成
し
ま
す

犬・猫
な
ど
の
ペッ
ト
は

正
し
い
飼
育
を
し
ま
し
ょ
う
。

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

行
政
相
談

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

九
州
北
部
豪
雨
災
害

義
援
金
へ
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広
報しもにた
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こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気
に
保
つ

た
め
に
は
、日
頃
か
ら
、趣
味
や
自
分

の
や
り
た
い
事
、普
段
の
生
活
を
続
け

る
事
が
大
切
で
す
。運
動
が
続
け
ら
れ

て
、皆
さ
ん
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
い
こ
い
処
　筋
ト
レ

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ

デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い

ま
す
。 
 

 

　
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。直
接

会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。 

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、水
分
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
台
風
な
ど
、外
出
が
危
険
な
場
合

は
お
休
み
で
す
。個
々
の
ご
連
絡
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、不
明
の
場
合
は
、

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包
括

支
援
係
　
内
線
３
２
８

●
上
小
坂
お
茶
の
み
会

●
日
時
　
毎
月
第
2
水
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
上
小
坂
集
会
所

貯筋のつどい　日程

10月

4日（水）・
18日（水）

11月

1日（水）・
15日（水）

●
ス
タ
ー
ト
経
緯

　
平
成
28
年
か
ぶ
ら
な
で
し
こ
キ
ャ

ラ
バ
ン
終
了
後
、「
せ
っ
か
く
集
ま
っ

た
の
だ
か
ら
続
け
よ
う
！！
」と
、参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

【
楽
し
く
過
ご
し
て
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
】

・
手
作
り
の
す
ご
ろ
く
や
、ト
ラ
ン
プ

を
し
た
後
、お
茶
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
の
具
合
の
事
や
、

野
菜
の
作
り
方
の
話
題
で
盛
り
上
が

り
ま
す
。

・「
家
じ
ゃ
あ
笑
う
事
が
無
い
」「
こ
こ

に
来
れ
ば
大
き
な
声
で
笑
え
る
」…

笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
集
ま
り
の
場
で
す
。

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に
出
向

き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講
座
や
、
筋
力

ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
運
動
な
ど
を
地
域

の
顔
見
知
り
の
方
々
と
一
緒
に
行
い
、
お

茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
…

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
対
象
者
　65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
ぶ
ら
の
里

　☎
82
―
０
２
２
２ 

か
ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

川井地区集会所

１０月　４日（水）

１０月１８日（水）

１１月　１日（水）

１１月１５日（水）

三ツ瀬集会所

認知症予防講座

感染予防講座

手工芸講座

ウォーキング講座

１０月１１日（水）

１０月２５日（水）

１１月　８日（水）

１１月２２日（水）

※原則第１・第３水曜日に実施
（祝祭日の際は変更あり）

講座名
会場及び日程 健

康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か

　
今
年
度
の
胃
が
ん
検
診
が
今
月
で
終
わ

り
ま
す
。

　
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
40
歳

以
上
74
歳
以
下
の
方

（
自
己
責
任
に
な
り
ま
す
が
75
歳
以
上
84

歳
以
下
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
。
）

●
検
査
方
法
　胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
（
バ

リ
ウ
ム
）
検
査

●
受
診
料
　５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
　保
健
環
境
課
　
保
健
推

進
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

※
配
布
済
み
の
受
診
票
を
よ
く
お
読
み
に

な
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
胃
が
ん

集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

会場

受付
時間

検診日

10月17日(火)

10月18日(水)

10月29日(日)

旭町区・東町区

川井区・吉崎区・栗山区

下町区・仲町区・上町区

保健センター

８時３０分～10時30分

手作りすごろく
しています

　
富
岡
実
業
高
校
の
食
品
化
学
部
で
は
井

戸
水
の
水
質
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
ま

す
。
研
究
の
一
環
と
し
て
、
無
料
で
皆
さ

ん
が
所
有
し
て
い
る
井
戸
の
水
に
含
ま
れ

る
硝
酸
態
窒
素
濃
度
を
無
料
で
お
調
べ
し

ま
す
。
飲
み
水
の
水
質
基
準
は
51
項
目
あ

り
ま
す
が
、
硝
酸
態
窒
素
は
井
戸
水
で
は

基
準
値
以
上
に
な
り
や
す
い
項
目
で
す
。

　
井
戸
水
の
調
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

よ
く
洗
浄
し
た
5
0
0
m
l
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
１
〜
２
分
程
度
流
し
た
後
の
新
鮮

な
井
戸
水
を
入
れ
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
採
水
日
を
書
い
た
メ
モ
を
添
え
て

富
岡
実
業
高
校
の
事
務
室
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
（
※
個
人
情
報
は
測
定
結
果
を

連
絡
す
る
た
め
）

昨
年
ま
で
の
結
果
は
、

（
富
岡
実
業
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に

て
公
開
し
て
い
ま
す
。

注
）
期
間
　
平
成
29
年
10
月
31
日
（
火
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
立
富
岡
実
業
高
等
学
校

教
諭
　
大
野
　
☎
62―

０
６
９
０

無
料
で
井
戸
水
の
硝
酸
態
窒
素

濃
度
を
調
べ
ま
す
。

http://w
w
w
.nc.tom

ijitu-hs.gsn.ed.jp/
?page_id=62

硝酸態窒素の
測定の様子

広
報しもにた

健康健康
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こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気
に
保
つ

た
め
に
は
、日
頃
か
ら
、趣
味
や
自
分

の
や
り
た
い
事
、普
段
の
生
活
を
続
け

る
事
が
大
切
で
す
。運
動
が
続
け
ら
れ

て
、皆
さ
ん
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
い
こ
い
処
　筋
ト
レ

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ

デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い

ま
す
。 
 

 

　
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。直
接

会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。 

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、水
分
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
台
風
な
ど
、外
出
が
危
険
な
場
合

は
お
休
み
で
す
。個
々
の
ご
連
絡
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、不
明
の
場
合
は
、

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包
括

支
援
係
　
内
線
３
２
８

●
上
小
坂
お
茶
の
み
会

●
日
時
　
毎
月
第
2
水
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
上
小
坂
集
会
所

貯筋のつどい　日程

10月

4日（水）・
18日（水）

11月

1日（水）・
15日（水）

●
ス
タ
ー
ト
経
緯

　
平
成
28
年
か
ぶ
ら
な
で
し
こ
キ
ャ

ラ
バ
ン
終
了
後
、「
せ
っ
か
く
集
ま
っ

た
の
だ
か
ら
続
け
よ
う
！！
」と
、参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

【
楽
し
く
過
ご
し
て
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
】

・
手
作
り
の
す
ご
ろ
く
や
、ト
ラ
ン
プ

を
し
た
後
、お
茶
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
の
具
合
の
事
や
、

野
菜
の
作
り
方
の
話
題
で
盛
り
上
が

り
ま
す
。

・「
家
じ
ゃ
あ
笑
う
事
が
無
い
」「
こ
こ

に
来
れ
ば
大
き
な
声
で
笑
え
る
」…

笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
集
ま
り
の
場
で
す
。

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に
出
向

き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講
座
や
、
筋
力

ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
運
動
な
ど
を
地
域

の
顔
見
知
り
の
方
々
と
一
緒
に
行
い
、
お

茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
…

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
対
象
者
　65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
ぶ
ら
の
里

　☎
82
―
０
２
２
２ 

か
ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

川井地区集会所

１０月　４日（水）

１０月１８日（水）

１１月　１日（水）

１１月１５日（水）

三ツ瀬集会所

認知症予防講座

感染予防講座

手工芸講座

ウォーキング講座

１０月１１日（水）

１０月２５日（水）

１１月　８日（水）

１１月２２日（水）

※原則第１・第３水曜日に実施
（祝祭日の際は変更あり）

講座名
会場及び日程 健

康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か

　
今
年
度
の
胃
が
ん
検
診
が
今
月
で
終
わ

り
ま
す
。

　
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
40
歳

以
上
74
歳
以
下
の
方

（
自
己
責
任
に
な
り
ま
す
が
75
歳
以
上
84

歳
以
下
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
。
）

●
検
査
方
法
　胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
（
バ

リ
ウ
ム
）
検
査

●
受
診
料
　５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
　保
健
環
境
課
　
保
健
推

進
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

※
配
布
済
み
の
受
診
票
を
よ
く
お
読
み
に

な
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
胃
が
ん

集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

会場

受付
時間

検診日

10月17日(火)

10月18日(水)

10月29日(日)

旭町区・東町区

川井区・吉崎区・栗山区

下町区・仲町区・上町区

保健センター

８時３０分～10時30分

手作りすごろく
しています

　
富
岡
実
業
高
校
の
食
品
化
学
部
で
は
井

戸
水
の
水
質
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
ま

す
。
研
究
の
一
環
と
し
て
、
無
料
で
皆
さ

ん
が
所
有
し
て
い
る
井
戸
の
水
に
含
ま
れ

る
硝
酸
態
窒
素
濃
度
を
無
料
で
お
調
べ
し

ま
す
。
飲
み
水
の
水
質
基
準
は
51
項
目
あ

り
ま
す
が
、
硝
酸
態
窒
素
は
井
戸
水
で
は

基
準
値
以
上
に
な
り
や
す
い
項
目
で
す
。

　
井
戸
水
の
調
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

よ
く
洗
浄
し
た
5
0
0
m
l
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
１
〜
２
分
程
度
流
し
た
後
の
新
鮮

な
井
戸
水
を
入
れ
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
採
水
日
を
書
い
た
メ
モ
を
添
え
て

富
岡
実
業
高
校
の
事
務
室
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
（
※
個
人
情
報
は
測
定
結
果
を

連
絡
す
る
た
め
）

昨
年
ま
で
の
結
果
は
、

（
富
岡
実
業
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に

て
公
開
し
て
い
ま
す
。

注
）
期
間
　
平
成
29
年
10
月
31
日
（
火
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
立
富
岡
実
業
高
等
学
校

教
諭
　
大
野
　
☎
62―

０
６
９
０

無
料
で
井
戸
水
の
硝
酸
態
窒
素

濃
度
を
調
べ
ま
す
。

http://w
w
w
.nc.tom

ijitu-hs.gsn.ed.jp/
?page_id=62

硝酸態窒素の
測定の様子

広
報しもにた

健康健康



29 28下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／歯科の保険診療と自費診療　火／歯科訪問診療をご存知ですか？
水／歯周病になるとどうなるか　木／歯の神経をとったまま放置したらどうなるの？
金／差し歯の知識　　　　　　　土日／オーラルフレイル(年齢に伴う口機能の虚弱)
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１０月１９日(木)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 10月 ☎０２７－２３４－４９７０

10～11月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　10月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月

児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　　　午後５時

10月27日（金）

10月10日（火）
11月7日（火）

11月10日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　午後１時４５分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布する
アンケートと尿・
歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、むし歯
予防指導、家族計画・授乳指導
育児相談、保健指導、離乳食相
談と試食

問診、計測、医師の診察、歯科健
診、むし歯予防指導・希望者に
フッ素塗布、食生活指導と手作り
おやつの試食、保健指導、心理
発達相談

健康相談・栄養相談、介護相談、
血圧測定、育児相談、授乳相談、
むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健康
診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２9年6月～7月生まれ

平成29年3月～4月生まれ

平成２8年12月～平成29年1月生まれ

H２8年9月～10月生まれ

H２8年3月～4月生まれ

H２7年9月～10月生まれ

H２7年3月～4月生まれ

H２6年9月～10月生まれ

H２6年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

10月6日（金） 午後３時から
心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アル
コール依存、ひきこもり、
暴力、その他、さまざまな
こころの悩みや病気をも
つ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急時にご
利用してください。
◆１０月　１日(日) 小柳　由里子先生（青葉クリニック）
◆１０月１５日(日) 菊池　修先生（もみの木こどもクリニック）
◆１０月２９日(日) 宮崎　誠先生（宮崎医院）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
10月2・16・
23・30日（月）

10月23日（月）

10月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

平成２9年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時
下仁田町公民館３階

大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　27日(金)
2日(木)
2日(月)
6日(月)

健康運動指導士

2日(月)
11日(水)
13日(金)

　17日(金)
　23日(月)

13日(月)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

6日(金)
6日(月)

　5日(木)
9日(木)

31日(火)
20日(月)

20日(金)
8日(水)

26日(木)
30日(木)

　12日(木)
7日(火)

30日(月)
29日(水)
30日(月)
22日(水)
31日(火)
21日(火)

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

10月
11月
10月
11月

10月
11月
10月
11月
10月
11月

10月
11月
10月
11月
10月
11月

10月
11月
10月
11月
10月
11月

10月
11月
10月
11月
10月
11月

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、
その他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はそ
の家族などこころの病気、こころの不調（不眠、不安等）の
ある人やその家族からの相談に精神科医師が応じます。

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、ブッシュ回線の電話、ま
たは携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護師が
相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

健康健康



29 28下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／歯科の保険診療と自費診療　火／歯科訪問診療をご存知ですか？
水／歯周病になるとどうなるか　木／歯の神経をとったまま放置したらどうなるの？
金／差し歯の知識　　　　　　　土日／オーラルフレイル(年齢に伴う口機能の虚弱)
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１０月１９日(木)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 10月 ☎０２７－２３４－４９７０

10～11月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　10月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月

児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　　　午後５時

10月27日（金）

10月10日（火）
11月7日（火）

11月10日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　午後１時４５分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布する
アンケートと尿・
歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、むし歯
予防指導、家族計画・授乳指導
育児相談、保健指導、離乳食相
談と試食

問診、計測、医師の診察、歯科健
診、むし歯予防指導・希望者に
フッ素塗布、食生活指導と手作り
おやつの試食、保健指導、心理
発達相談

健康相談・栄養相談、介護相談、
血圧測定、育児相談、授乳相談、
むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健康
診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２9年6月～7月生まれ

平成29年3月～4月生まれ

平成２8年12月～平成29年1月生まれ

H２8年9月～10月生まれ

H２8年3月～4月生まれ

H２7年9月～10月生まれ

H２7年3月～4月生まれ

H２6年9月～10月生まれ

H２6年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

10月6日（金） 午後３時から
心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アル
コール依存、ひきこもり、
暴力、その他、さまざまな
こころの悩みや病気をも
つ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急時にご
利用してください。
◆１０月　１日(日) 小柳　由里子先生（青葉クリニック）
◆１０月１５日(日) 菊池　修先生（もみの木こどもクリニック）
◆１０月２９日(日) 宮崎　誠先生（宮崎医院）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
10月2・16・
23・30日（月）

10月23日（月）

10月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

平成２9年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時
下仁田町公民館３階

大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　27日(金)
2日(木)
2日(月)
6日(月)

健康運動指導士

2日(月)
11日(水)
13日(金)

　17日(金)
　23日(月)

13日(月)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

6日(金)
6日(月)

　5日(木)
9日(木)

31日(火)
20日(月)

20日(金)
8日(水)

26日(木)
30日(木)

　12日(木)
7日(火)

30日(月)
29日(水)
30日(月)
22日(水)
31日(火)
21日(火)

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

10月
11月
10月
11月

10月
11月
10月
11月
10月
11月

10月
11月
10月
11月
10月
11月

10月
11月
10月
11月
10月
11月

10月
11月
10月
11月
10月
11月

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、
その他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はそ
の家族などこころの病気、こころの不調（不眠、不安等）の
ある人やその家族からの相談に精神科医師が応じます。

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、ブッシュ回線の電話、ま
たは携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護師が
相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

健康健康
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月
10

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座

の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

10
月
28
日（
土
）・10
月
29
日（
日
）

10
日（
火
）・20
日（
金
）・30
日（
月
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
金
）・２０
日（
月
）・29
日（
水
）

の
予
定
で
す
。

町
県
民
税（
第
３
期
）、

国
民
健
康
保
険
税（
第
４
期
）、

介
護
保
険
料（
第
４
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
４
期
）

納
期
限
は
い
ず
れ
も
１０
月
３１
日

（
火
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

10
月
の
支
払
日

11
月
の
支
払
日

有
料
広
告

人口
　男
　女
世帯

（　24）
（　 7）
（　17）
（　 6）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,678人
3,804人
3,874人
3,329世帯

転入  5人/  出生 1人
転出  19人/  死亡 11人

（9月1日現在）

（8月中）

8月届出分〈敬称略・順不同〉

特別企画「下仁田大地」紙面対談・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P3
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町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～P11
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特別企画「下仁田大地」紙面対談・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P3
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【鶏冠石】
赤い部分を削り集め、火薬原料として使用さ
れ、平成28年に群馬県の石に選定（西野牧産）

【鶏冠石】
赤い部分を削り集め、火薬原料として使用さ
れ、平成28年に群馬県の石に選定（西野牧産）

【鉄鉱石】
中小坂鉱山で採掘され、現地で鉄製品に加工
され、昭和初期まで採掘された。（小坂産）

【鉄鉱石】
中小坂鉱山で採掘され、現地で鉄製品に加工
され、昭和初期まで採掘された。（小坂産）

【石灰石】
漆喰や乾燥剤、凝固剤など幅広い分野で使用
される産業に密接した自然石（青倉産）

【石灰石】
漆喰や乾燥剤、凝固剤など幅広い分野で使用
される産業に密接した自然石（青倉産）

下仁田町下仁田町

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

神 島　一　男

山 田　ふ　で

庭 屋　千惠子

神 戸　袈裟男

磯 田　芳　江

青 木　幹　雄

佐 藤　智　子

神 戸　み　ね

齋 藤　ヨシ子

佐 藤　ま　  さ

黒 澤　恒　夫

（瑛　子）

（幸　男）

（今井康雄）

（将　史）

（貞　治）

（し　ん）

（　進　）

（　一　）

（昇　久）

（康　雄）

（良　介）

東町

中小坂

西野牧

上青倉

下小坂

南野牧

東野牧

矢川

大坂

小川

下青倉

地　区
ご出産おめでとうございます

横田　篤磨 　 （彰・博美）  中　央

（保護者）出　生　児

イベント情報

広
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人と町を結ぶ情報紙

２０１７年

有料広告募集中有料広告募集中

下仁田の大
地は

魅力的!!

Shimonita Pride in

地質の価値

Shimonita Pride in

地質の価値

神
津
荒
船

も
み
じ
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
！

●
日
時

10
月
22
日（
日
）10
時
〜
15
時

●
場
所

神
津
牧
場
及
び
物
見
山
ほ
か

●
内
容

牛
の
乳
搾
り
体
験

コ
ッ
プ
牛
乳
無
料
サ
ー
ビ
ス

う
さ
ぎ・ヤ
ギ
の
ふ
れ
あ
い
広
場

子
牛
の
体
重
当
て
ク
イ
ズ

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
観
光
協
会

☎
０
２
７
４―

６７―

７
５
０
０
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